
吉野作造のドイツ留学（三）

一

（252）

三
．
留
学
中
に
お
け
る
吉
野
作
造
の
読
書

﹁
吉
野
作
造
の
ド
イ
ツ
留
学
﹂
研
究
の
一
環
と
し
て
、
今
回
は
彼
の
留
学
日
記
に
登
場
す
る
書
籍
を
検
討
す
る
。
吉
野
の
留
学
日
記
に
登

場
す
る
様
々
な
事
実
は
、 

彼
が
留
学
中
に
体
験
し
た
こ
と
の
全
て
で
は
な
く
、
書
籍
に
し
て
も
日
記
に
登
場
し
な
い
が
図
書
館
や
書
店
で
手

に
し
た
も
の
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る１
。
た
だ
吉
野
は
概
し
て
几
帳
面
に
日
記
を
付
け
て
い
る
の
で
、
彼
が
記
録
し
た
も
の
を
概
観
す
れ
ば
、

彼
の
読
書
傾
向
を
知
る
こ
と
は
出
来
る
。
本
論
で
は
ま
ず
留
学
日
記
に
登
場
す
る
読
書
関
係
の
記
述
を
抜
粋
し
、
こ
れ
を
時
系
列
的
に
並
べ

る
。
加
え
て
そ
れ
ら
の
書
籍
に
つ
い
て
、
今
回
の
調
査
の
結
果
判
明
し
た
事
実
を
文
末
註
で
解
説
す
る
。
な
お
記
述
の
抜
粋
に
当
た
り
、
単

に
﹁
読
書
﹂
な
ど
と
の
み
あ
っ
て
書
名
特
定
に
全
く
繫
が
ら
な
い
叙
述
は
割
愛
し
た
。
ま
た
算
用
数
字
は
、
今
回
用
い
た
﹃
吉
野
作
造
選
集

一
三　

日
記
一
﹄（
岩
波
書
店
、
平
成
八
年
）
の
該
当
頁
数
で
あ
る
。

今
回
判
明
し
た
吉
野
作
造
の
留
学
中
の
読
書
傾
向
を
整
理
し
て
み
よ
う
。（
一
）
吉
野
作
造
の
留
学
中
の
政
治
史
研
究
は
、﹁
衆
民
政
﹂
の

比
較
研
究
を
行
っ
た
小
野
塚
喜
平
次
、
西
洋
の
政
治
思
想
や
現
実
政
治
と
対
決
し
日
本
の
﹁
國
體
﹂
の
意
義
を
考
え
た
上
杉
愼
吉
と
は
異
な

り
、
宗
教
問
題
に
重
心
が
置
か
れ
、
読
書
も
ま
ず
は
そ
の
準
備
に
充
て
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
現
地
人
と
交
流
し

た
吉
野
に
は
自
然
な
成
り
行
き
で
あ
ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
教
研
究
で
は
吉
野
は
と
り
わ
け
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
興
味
を
示
し
、
一
次
史
料
収
集

吉
野
作
造
の
ド
イ
ツ
留
学
（
三
）

今 

野 
 
 

元
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二

や
実
地
検
分
に
も
意
欲
的
で
、
帰
国
後
の
口
頭
報
告
＋
論
文
﹁
羅
馬
教
皇
﹂
で
成
果
を
ま
と
め
た
。
こ
れ
は
概
ね
文
化
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

テ
ィ
ズ
ム
の
路
線
で
書
か
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
批
判
で
あ
る
。
ま
た
吉
野
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
関
し
て
も
多
く
の
文
献
に
触
れ

て
お
り
、
ド
イ
ツ
滞
在
中
に
英
米
系
の
も
の
も
読
ん
で
い
る
。
な
お
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
研
究
と
一
部
重
複
し
て
い
る
が
、
吉
野
は
平

和
主
義
研
究
に
も
関
心
を
示
し
て
い
た
。
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
研
究
は
両
者
に
ま
た
が
る
も
の
で
、
そ
れ
以
外
に
も
ズ
ッ
ト
ナ
ー
な
ど
に
触
れ

て
い
る
。
た
だ
平
和
主
義
研
究
は
、
そ
れ
程
専
門
的
な
域
に
は
達
し
な
か
っ
た
。
社
会
主
義
研
究
に
関
し
て
も
読
書
の
痕
跡
は
あ
る
が
、
こ

れ
も
余
り
進
ま
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。（
二
）
吉
野
作
造
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
比
較
政
治
研
究
に
も
関
与
は
し
て
い
る
が
、
対
象
国
、
分
析
対

象
を
限
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
浅
く
広
く
の
印
象
が
強
い
。
吉
野
は
留
学
中
、
各
国
政
治
に
関
す
る
国
家
学
・
国
法
学
・
歴
史
学
の
概
説

書
や
辞
典
類
に
接
し
て
、
初
歩
的
知
識
を
集
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
直
接
に
は
彼
が
帰
国
後
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
﹁
政
治

史
﹂
講
義
へ
の
準
備
と
思
わ
れ
る
が
、
結
果
的
に
民
本
主
義
鼓
吹
の
恰
好
の
準
備
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。（
三
）
吉
野
作
造
は
欧
米
滞
在

中
も
日
本
の
言
論
界
を
絶
え
ず
点
検
し
て
お
り
、﹃
國
家
學
會
雜
誌
﹄、﹃
法
學
協
會
雜
誌
﹄、﹃
太
陽
﹄、﹃
新
人
﹄、﹃
新
女
界
﹄、﹃
東
京
朝
日

新
聞
﹄
は
定
期
講
読
し
て
い
た
模
様
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
現
地
の
雑
誌
で
は
、
吉
野
は
国
外
ド
イ
ツ
人
向
け
の
雑
誌
﹃
エ
ヒ
ョ
ー
﹄
を
好

み
、
加
え
て
イ
ギ
リ
ス
の
日
刊
紙
﹃
タ
イ
ム
ズ
﹄
を
購
読
し
て
い
た
。
ド
イ
ツ
帝
国
の
主
要
な
政
治
雑
誌
は
、﹃
政
治
学
雑
誌
﹄
の
既
刊
部

分
を
購
入
し
た
も
の
の
、
そ
れ
以
外
は
中
道
・
左
派
系
の
﹃
プ
ロ
イ
セ
ン
年
報
﹄、﹃
救
済
﹄、﹃
新
時
代
﹄
な
ど
も
含
め
て
読
ん
だ
形
跡
が
な

い
。
ド
イ
ツ
以
外
の
国
の
政
治
雑
誌
に
も
余
り
取
り
組
ん
で
い
な
い
。（
四
）
吉
野
作
造
は
文
芸
や
演
劇
に
幅
広
く
興
味
を
示
し
、
観
劇
に

際
し
て
は
台
本
を
事
前
に
読
ん
で
行
く
ほ
ど
熱
心
で
あ
っ
た
。
吉
野
は
ま
た
、﹁
市
民
層
の
封
建
化
﹂
の
代
名
詞
と
さ
れ
る
ド
イ
ツ
学
生
組

合
の
文
化
に
も
興
味
が
あ
り
、
文
献
に
も
当
た
っ
て
い
た
。（
五
）
吉
野
作
造
は
言
語
に
関
し
て
は
、
ド
イ
ツ
語
の
み
な
ら
ず
英
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
、
イ
タ
リ
ア
語
で
も
読
書
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
は
小
野
塚
喜
平
次
の
先
例
に
倣
っ
た
と
も
言
い
こ
と
が
出
来
る
。
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吉野作造のドイツ留学（三）

三

︿
吉
野
作
造
留
学
日
記
に
お
け
る
読
書
関
係
記
述
一
覧
﹀

一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
年
）

九
月
一
日　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
：﹁
此
日
ノ
新
聞
ニ
日
韓
合
邦
条
約
ノ
独
訳
載
セ
ラ
レ
ア
リ
別
表
ノ
如
シ
﹂（
１
２
０
）２

九
月
九
日　

ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
：﹁
午
前
床
中
ニ
ア
リ
テD

as B
este in der W

elt von H
enry D

rum
m

ond

ヲ
読
ミ
﹂（
１
２
３
）３

九 

月
一
一
日　

ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
：﹁
午
後London

ノTim
es

社
、
小
島
啓
弐
君
、
信
次
ヘ
手
紙
ヲ
出
スTim

es

社
ヨ
リ
ハ
去
年
三
月
以
来

月
賦
金
二
円
ニ
減
額
セ
シ
ヲ
知
ラ
ズ
甚
ダ
後
レ
タ
ル
ニ
付
キ
差
当
リ
十
磅
其
後
ハ
一
磅
宛
ヲ
送
レ
ト
申
来
レ
ル
ニ
付
キ
其
誤
解
ナ
ル
旨
ヲ

説
明
シ
毎
月5M

k
宛
ヲ
送
ル
ベ
キ
ヲ
通
告
セ
ル
也
﹂（
１
２
４
）

九
月
一
七
日　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
：﹁
梅
博
士
ハ
大
学
葬
ヲ
以
テ
葬
走
セ
ラ
ル
可
シ
ト
ノ
新
聞
ノ
報
ニ
接
シ
一
種
ノ
感
慨
ニ
ミ
ツ
﹂（
１
２
６
）４

九
月
二
二
日　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
：﹁
此
日London

ノTim
es

社
ヘ
百
科
全
書
ノ
九
月
分
月
賦
払
込
金5s.

ヲ
送
ル
﹂（
１
２
７
）

九
月
二
三
日　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
：﹁
此
日Leipzig

ノFock

ヨ
リK

löpfer, D
eutsche Einheitsbestrebungen

送
リ
来
ル
﹂（
１
２
７
）５

一
〇
月
一
日　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
：﹁
此
日Zeitschrift für Politik. 3. B

ände

全
部
三
冊
ヲ16.50

ニ
テ
買
フ
﹂（
１
３
０
）６

一
〇
月
二
日　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
：﹁
午
後
ハ
太
陽
ヲ
読
ン
ダ
リH

enry D
rum

m
ond

ノD
as B

este in der W
elt

ヲ
読
ン
ダ
リ
﹂（
１
２
３
）７

一 

〇
月
三
日　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
：﹁
昼
食
ノ
帰
リ
ニD

as D
eutsche Studententum

ト
云
フ
本
ヲ
見
ツ
ケ7.50

デ
買
ツ
タ　

午
後
ハ
宅
デ
本

ヲ
読
ム
﹂（
１
３
０
）８

一 

〇
月
五
日　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
：﹁
午
後
ハ
新
聞
ヲ
読
ムPortugal

ニ
革
命
起
リ
国
王
殺
サ
レ
宮
殿
ニ
ハ
共
和
旗
翻
レ
リ
ト
伝
フ
﹂

（
１
３
１
）９

一 

〇
月
八
日　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
：﹁
今
日
ノ
新
聞
ニ
テ
見
ル
トPortugal
ノ
革
命
ハ
愈
確
実
ニ
テ
国
王
ハ
逃
遁
シ
共
和
国
ト
ナ
レ
リ
ト
云
フ

最
初
ノ
大
統
領
ナ
リ
ト
テ
肖
像
ナ
ド
ガ
出
テ
居
ル
﹂（
１
３
１
）₁₀

一
〇
月
一
一
日　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
：﹁
今
日
カ
ラO

tto

ヲ
ヤ
ル
傍La France d ’A

ujourd ’hui

ヲ
読
ム
コ
ト
ニ
ス
ル
﹂（
１
３
３
）₁₁

一
〇
月
一
九
日　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
：﹁Suttner

夫
人
ノ
著D

ie W
affen nieder!

ヲ
買
フ　

2M
k

ナ
リ
﹂（
１
３
６
）₁₂

（250）



愛知県立大学大学院国際文化研究科論集第 13 号（2012）

四

一 

〇
月
二
九
日　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
：﹁
午
前Pittoni

先
生
ニ
稽
古
ニ
行
ク　

新
着
ノ
新
人
新
女
界
ヲ
持
参
シ
テ
海
老
名
先
生
ノ
教
壇
安
井

氏
ノ
社
説
ナ
ド
ヲ
翻
訳
シ
テ
聞
カ
ス
﹂（
１
３
９
）₁₃

一 
一
月
三
日　

ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
：﹁
学
校
制
度
ニ
付
テ
尋
ネ
タ
ラM
inisterialblatt für K

irchen- und Schul-A
ngelegenheiten im

 

K
önigreich B

ayern, N
r. 19 (12.A

ug.1898)

ヲ
買
ツ
テ
見
ヨ
ト
云
ハ
ル
﹂（
１
４
２
）₁₄

一 

一
月
九
日　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
：﹁
今
日
カ
ラC

lara V
iebig

ノD
ilettanten des Lebens

ヲ
読
ミ
始
ム
﹂₁₅﹁
夜
ハSeignobos

ノ
政
治
史
ヲ

読
ム
﹂（
１
４
４
）₁₆

一
一
月
一
五
日　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
：﹁
天
津
ヨ
リ
天
津
評
論
ト
云
フ
雑
誌
送
リ
来
ル　

青
年
会
ノ
連
中
ノ
ヤ
ツ
テ
ル
雑
誌
ナ
リ
﹂（
１
４
７
）₁₇

一 

一
月
二
二
日　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
：﹁G

ustav Fock

ヘ
モ
万
国
地
図
ト
独
英
仏
伊
ノ
字
書
ト
ヲ
注
文
ス　

外
ニ
竹
村
君
ニ
写
真
ヲ
若
杉
君

ニ
雑
誌
ヲG

reta

ニ
太
陽
ヲ
送
ル
ベ
ク
包
装
ス
﹂（
１
４
８
）

一 

一
月
二
三
日　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
：﹁
午
後
ハ
新
聞
ヲ
研
究
ス　

新
聞
ニ
ハR

ussia

ノTolstoi

翁
逝
去
ニ
付
キ
之
ニ
関
ス
ル
記
事
多
シ　

Petersburg

ノ
男
女
大
学
生
追
悼
会
ヲ
開
カ
ン
ト
シ
テ
警
官
ノ
制
止
ニ
遇
フ
ナ
ド
ノ
記
事
モ
ア
リ
﹂（
１
４
８
）₁₈

一 

一
月
二
八
日　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
：﹁
今
夜
ハ
当
地
ノTheater

ニIbsen

ノJohn G
abriel B

orkm
ann

ガ
演
ゼ
ラ
ル
ヽ
ヲ
観
ニ
行
ク
筈
ナ

ル
ヲ
以
テ
朝
来
万
事
ヲ
差
シ
置
キ
テ
其Text
ヲ
読
ム
﹂（
１
５
０
）₁₉

一 

一
月
三
〇
日　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
：﹁
朝
昨
日
ノ
続
キ
ヲ
聴
ク
可
クLohengrin

ノText

ヲ
持
ツ
テEngelbert

君
ヲ
訪
ヒ
十
二
時
頃
マ
デ

説
明
ヲ
キ
ヽ
テ
大
意
ヲ
了
ス　

午
後
ハO

pernführer
トText

ト
ヲ
更
ニ
精
読
ス　

読
ン
ダ
斗
リ
デ
モ
艶
麗
心
魂
ヲ
奪
フ
モ
ノ
ア
リ　

名

優
之
ヲ
演
ジ
ナ
バ
定
メ
シ
素
敵
ナ
モ
ノ
ナ
ラ
ン
ト
想
フ
﹂（
１
５
０
）₂₀

一
二
月
五
日　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
：﹁
午
後
ハ
現
代
政
治
ノ
研
究
ニ
耽
ル
﹂（
１
５
２
）₂₁

一
二
月
六
日　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
：﹁
午
後
ハ
現
代
政
治
ノ
研
究
ヲ
ナ
シ
﹂（
１
５
２
）₂₂

一
二
月
七
日　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
：﹁
午
後
現
代
政
治
ノ
研
究
ヲ
ナ
シ
﹂（
１
５
２
）₂₃

一 

二
月
八
日　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
：﹁
午
後
現
代
政
治
ノ
研
究
ヲ
ナ
ス　

Ludw
ig

君
ヨ
リ
借
リ
タB

erlin

ノFührer

ニD
ernburg

（
殖
民
大

（249）



吉野作造のドイツ留学（三）

五

臣
タ
リ
シ
人
ノ
父
）
ノ
書
イ
タ
新
聞
ノ
コ
トN

aum
ann

ノ
書
イ
タ
政
党
ノ
コ
ト
ヤ
面
白
ク
読
ム　

之
ヲ
別
冊
ニ
書
キ
抜
ク
﹂（
１
５
２
）₂₄

一
二
月
一
六
日　

シ
ュ
パ
イ
エ
ル
：﹁Führer

ヲ
買
ツ
タ
﹂₂₅﹁
茲
処
デ
モ
歴
史
上
参
考
ニ
ナ
ル
本
ヲ
二
冊
買
ツ
タ
﹂（
１
５
５
）

一 
二
月
二
五
日　

シ
ュ
ヴ
ェ
ル
ム
：﹁
予
ニ
対
シ
テ
ハR

osegger

ノEw
iges Licht

一
冊
手
袋
一
本
、
襟
飾
一
本
、
リ
ネ
ン
前
掛
二
枚
、
仝
上

留
一
本
菓
子
箱
三
ツ
等
ナ
リ
﹂（
１
６
０
）₂₆

一 

二
月
三
一
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
日
本
服
ノ
マ
ヽ
ノSofa

上
ニ
安
臥
シ
テ
太
陽
ヲ
読
ム　

昼
食
後
Ｈ
君
ト
郊
外
ヲ
散
歩
シ
テ
白
雪
ヲ

踏
ム　

新
人
新
女
界
亦
皆
読
ミ
了
ル
﹂（
１
６
３
）₂₇

一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
年
）

一 

月
一
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁H

ahne

君
カ
ラ
借
リ
タD

ie geschichtliche Entw
icklung des Parteiw

esens in D
eutschland

ヲ
読
ム
﹂

（
１
６
６
）₂₈

一
月
二
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
昨
日
ニ
引
キ
続
キ
本
ヲ
読
ム　

ド
ー
モ
此
本
ハ
余
リ
能
ク
書
イ
テ
ハ
ナ
イ
﹂（
１
６
６
）₂₉

一
月
三
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
宿
カ
ラ
新
聞
ヲ
カ
リ
テ
読
ム
ニPortugal

ニ
テ
再
ビ
騒
擾
起
レ
リ
ト
ノ
報
ア
リ
﹂（
１
６
７
）₃₀

一
月
四
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
此
日
国
家
学
会
雑
誌
法
学
協
会
雑
会
ノ
外
手
紙
沢
山
来
ル
﹂（
１
６
８
）₃₁

一
月
五
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
新
着
ノ
国
家
学
会
雑
誌
法
学
協
会
雑
誌
ヲ
読
ム
﹂（
１
６
８
）

一 

月
六
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
此
日
ハ
終
日
内
ニ
在
テ
読
書
セ
ル
ガH

ahne

君
カ
ラ
借
リ
タ
政
党
史
ハ
悉
皆
読
ミ
了
レ
リ
﹂₃₂﹁
此
日
ヨ

リG
rotew

ohl

ノD
ie Parteien des deutschen R

eichstages
ヲ
読
ミ
始
ム₃₃

﹂﹁
傍
ラIbsen

ノN
ora, H

offm
annu. G

roth

ノD
eutsche 

B
ürger kunde

ニ
モ
手
ヲ
付
テ
見
ル
﹂（
１
６
８
）₃₄

一
月
七
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
午
後
モ
散
歩
シ
タ
ガEcho

等
ノ
雑
誌
届
ク
﹂（
１
６
９
）₃₅

一 

月
一
〇
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
今
日
ノ
新
聞
ニ
次
ノ
ヤ
ウ
ナ
面
白
イ
コ
ト
ガ
載
ツ
テ
居
ル　

Ein am
üsantes A

nekdötchen von 

Justizrat Staub

［...

］﹂（
１
６
９
︱
１
７
０
）₃₆
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一
月
一
一
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁D

as Echo

来
ル
ニ
付
キ
終
日
之
ヲ
読
ム
﹂（
１
７
０
）

一
月
一
三
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
書
店
ニ
テ
目
ニ
フ
レ
テK

atholizism
us

研
究
ノ
材
料
ト
ナ
ル
モ
ノ
五
冊
ヲ
買
ヒ
タ
リ
﹂（
１
７
２
）₃₇

一
月
一
四
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
午
後
新
聞
来
ル　

一
大
非
報
ヲ
伝
フ　

Jellinek

先
生
の
死
﹂（
１
７
３
）₃₈

一 
月
一
五
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁Echo

ヲ
読
ミ
午
後
ハ
独
乙
政
党
論
ヲ
読
ム
﹂₃₉﹁Echo

ニM
odernisteneid

ノ
原
文
（Latin

語
）
ノ
翻

訳
ガ
載
リ
テ
在
リ
シ
故
読
ム
﹂（
１
７
３
）₄₀

一
月
一
六
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
独
乙
政
党
論
トB

ürgerkunde

ト
ヲ
読
ム
﹂（
１
７
３
）₄₁

一
月
一
七
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁London Tim

es, W
eekly

二
冊
一
所
ニ
来
ル
﹂（
１
７
３
）₄₂

一
月
二
一
日　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
：﹁
午
後
ハ
新
着
ノ
太
陽
其
他
ノ
雑
誌
ヲ
ヨ
ム
﹂（
１
７
４
︱
１
７
５
）

一
月
三
〇
日　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
：﹁
午
前
中
ハFreim

aurerei

ノ
研
究
ヲ
ナ
シ
﹂（
１
７
６
）

二
月
八
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
此
頃
ハEcho

トLondon Tim
es

ノ
研
究
ニ
日
ヲ
費
ス
ノ
ミ
﹂

二
月
一
〇
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
終
日London Tim

es

ヲ
読
ム　

流
石Tim

es

ハEcho

ヨ
リ
モ
内
容
豊
富
ナ
リ
﹂

二 

月
一
三
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁Säugling- und Jugendfürsorge

ト
云
フ
本
ヲ
一
冊
買
ヒ
﹂（
１
８
０
）₄₃﹁
汽
車
ノ
往
復
デ
ハPolitische 

Jahresübersicht

ヲ
読
ミ
帰
リ
テ
後
ハG

. M
eyer

ノ
国
法
学
中
ノ
宗
教
団
体
ノ
部
ヲ
読
ム
﹂（
１
８
１
）₄₄

二 

月
一
四
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
朝
来M

eyer

ノ
字
書
ニ
ヨ
リ
テA

narchism
us, N

ihilism
us, Sozialism

us, B
odenreform

, 

Sozialdem
okratie

等
ヲ
研
究
ス
﹂（
１
８
１
）₄₅

二
月
二
〇
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁Ireland

問
題
ヲ
研
究
ス
﹂（
１
８
２
）

二
月
二
一
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
宗
教
ノ
歴
史
ニ
ツ
キ
研
究
ス
﹂（
１
８
２
）

二 

月
二
二
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
此
頃
新
聞
ニ
テ
清
露
関
係
切
迫
セ
リ
ト
テ
八
釜
シ　

一
八
八
一
年
ノK

oldscha

条
約
ヲ
更
新
ス
ル
ヤ

否
ヤ
ノ
争
ナ
リ　

多
分
清
国
ニ
於
テ
譲
歩
ス
ル
ナ
ラ
ン
﹂（
１
８
２
）₄₆

二
月
二
三
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁Echo

ヲ
読
ム
﹂（
１
８
２
）
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七

二
月
二
五
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
太
陽
トEcho

ヲ
読
ム
﹂（
１
８
３
）₄₇

二
月
二
八
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
床
中
ニ
テ
太
陽
新
人
新
女
界
ヲ
読
ム
ニ
﹂（
１
８
３
）₄₈

三
月
一
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
午
前
中
二
月
ノ
雑
誌
ド
モ
ヲ
読
ミ
午
後
ハEcho

ヤ
ラR

eview
s

ヤ
ラ
ヲ
ヒ
モ
ト
ク
﹂（
１
８
４
）₄₉

三
月
三
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁Echo

ヲ
読
ム　

朝
鮮
ニ
テ
反
日
党
ノ
陰
謀
発
覚
セ
リ
ト
ノ
電
報
ヲ
新
聞
ニ
見
ル
﹂（
１
８
４
）₅₀

三
月
四
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁W

edekind

ノTod und Teufel

ヲ
読
ン
デ
見
ル
﹂（
１
８
４
）₅₁

三
月
六
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
若
杉
君
ヘW

edekind

ヲ
送
ル
﹂（
１
８
５
）

三 

月
七
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
内
个
崎
君
ヨ
リ
来
翰　

G
erm

any of G
erm

ans

一
冊
ヲ
贈
ラ
ル
﹂₅₂﹁
之
ニ
対
シ
テ
ハ
同
君
ノ
希
望
モ
ア
レ

バD
r. K

arl Sell

ノK
atholizism

us und Protestantism
us

ヲ
送
ラ
ン
ト
思
フ
﹂（
１
８
５
）₅₃

三
月
一
四
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁Tim

es

ヤG
erm

any of G
erm

ans

ヤ
ヲ
読
ミ
﹂（
１
８
６
）

三
月
一
五
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
午
前
中
新
着
ノEcho

ヲ
読
ミ
﹂（
１
８
６
）

三 

月
一
六
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
午
前Echo

ヲ
読
ム
﹂﹁
新
聞
来
リ
夜
遅
ク
マ
デ
読
ム
﹂（
１
８
７
）

三
月
二
〇
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
午
後
ハ
新
着
ノ
新
聞
ヤ
太
陽
ヲ
見
テ
連
日
ノ
疲
労
ヲ
休
養
ス
﹂（
１
８
８
）₅₄

三 

月
二
二
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
朝
新
着
ノTim

es
ヲ
読
ム
﹂﹁
午
後Echo

ヲ
読
ム　

G
ustav Fock

へN
elson Encyclopaedia

ヲ
注
文

ス　

新
刊25

冊
ニ
シ
テ
一
冊
ガ1 s

ナ
リ
ト
ハ
頗
ル
安
シ
﹂（
１
８
８
）₅₅

三 

月
二
三
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁Echo

ヲ
読
ミ
了
ル　

本
月
ノ
太
陽
ニ
宮
島
博
士
ノ
鼠
ト
人
生
ト
題
ス
ル
面
白
キ
論
文
ア
リ　

最
モ
興

味
ヲ
以
テ
之
ヲ
読
ム
﹂（
１
８
８
）

三
月
二
六
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁Frohw

ein

君
例
ニ
ヨ
リ
停
留
所
ニ
来
リ
色
々
下
ラ
ナ
イ
宗
教
ノ
雑
誌
ナ
ド
貸
シ
テ
呉
レ
ル
﹂（
１
８
９
）

三
月
二
七
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
午
前
ハ
新
着
ノ
朝
日
新
聞
ヲ
読
ミ
﹂（
１
８
９
）

三
月
二
九
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁Tim

es, Echo

等
ヲ
読
ム
﹂（
１
９
０
）

四
月
三
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁M

eyer

ニ
ヨ
リ
テB

ayern

ヲ
研
究
ス
﹂₅₆（
１
９
１
）
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四
月
四
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁B

ayern

ノ
研
究
ヲ
終
リ
其
他
ニ
三
ノ
雑
書
ヲ
読
ム
﹂（
１
９
１
）

四
月
六
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁Echo

ヤ
何
カ
ヲ
読
ム
﹂（
１
９
２
）

四
月
一
二
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
冨
永
君
ヘ
ハG

lauben und W
issen

一
部
ヲ
送
ル
﹂（
１
９
３
）₅₇

四
月
一
五
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
午
前
在
宅
シ
テLehrbuch der katholischen R

eligion

ヲ
読
ム
﹂（
１
９
４
）₅₈

四 

月
二
八
日　

ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
：﹁
帰
リ
テ
食
事
シ
雑
誌
太
陽
ヲ
読
ム
﹂（
１
９
７
）₅₉（
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
学
図
書
館
で
の
図
書
閲
覧
に
関

し
て
編
集
者
註
）﹁（
閲
覧
室
内
用
の
図
書
請
求
・
貸
出
票
（﹁
ゲ
フ
テ
ン
﹃
国
家
と
宗
教
﹄
ベ
ル
リ
ン　

一
八
七
五　

政
〇
七
〇
三
﹂（
独
文
）

と
鉛
筆
で
記
入
）
貼
付
）（
１
９
８
）₆₀

五
月
六
日　

ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
：﹁
午
後K

irchengeschichte

を
読
ム
﹂（
２
０
０
）₆₁

五 

月
一
七
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
同
時
ニ
新
人
新
女
界
モ
到
着　

雑
誌
ハ
床
上
ニ
テ
読
ミ
タ
レ
ド
モ
起
キ
返
事
書
ク
ノ
勇
気
ナ
ク
徒
ラ
ニ

悶
々
ス　

ド
ー
モ
斯
ン
ナ
風
デ
ハ
困
ル
﹂₆₂

五
月
一
九
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁Staatsbürger

中
ノ
政
党
ニ
関
ス
ル
論
文
ヲ
読
ミ
﹂（
２
０
２
）₆₃

五 

月
二
〇
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
朝
太
陽
送
リ
来
ル　

終
日
之
ヲ
読
ム　

之
ニ
依
ル
ニ
天
主
教
六
万
人
希
臘
教
三
万
人　

新
教
ニ
テ
ハ
組

合
日
基
美
以
幷
ニ
聖
公
会
合
シ
テ
漸
ク
六
七
万
位
ノ
処
ナ
リ　

但
シ
天
主
教
徒
中
三
万
余
ハ
長
崎
県
ニ
ア
リ
ト
云
フ
﹂（
２
０
２
）₆₄

五
月
二
二
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
今
日
ヨ
リ
マ
タ
改
メ
テ
久
シ
ク
タ
マ
ツ
タEcho

ヤTim
es

ノ
研
究
ニ
取
リ
掛
ル
﹂（
２
０
３
）

五
月
二
四
日　

リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム
：﹁
食
後
散
歩
シ
午
後
ハEcho

ヤ
ラTim

es

ヤ
ラ
ヲ
読
ム
﹂（
２
０
４
）

六
月
九
日　

ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
：﹁Tim

es, Echo, R
eview

 of R
eview

s

凡
テ
読
ミ
終
ル
﹂（
２
０
９
）

七
月
一
七
日　

ヴ
ィ
ー
ン
：﹁
帰
途
新
選
挙
法
ノ
勢
力
地
図
トU

lbrich
ノ
澳
国
憲
法
論
ト
ヲ
求
ム
﹂（
２
２
３
）₆₅

七
月
一
九
日　

ヴ
ィ
ー
ン
：﹁
東
京
ヨ
リ
新
刊
ノ
太
陽
届
ク
﹂₆₆

七
月
二
一
日　

ヴ
ィ
ー
ン
：﹁
ヨ
ミ
滞
リ
ノTim

es

ヲ
一
生
懸
命
ニ
ヨ
ム
﹂

八
月
三
日　

ヴ
ィ
ー
ン
：﹁
法
学
協
会
国
家
学
会
ノ
七
月
号
届
ク
﹂（
２
２
７
）₆₇
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九

八
月
六
日　

ヴ
ィ
ー
ン
：﹁
暫
ク
公
園
ノB

ank

ニ
腰
掛
ケ
テ
新
着
ノEcho

ヲ
読
ミ
﹂（
２
２
７
）

八 
月
九
日　

ヴ
ィ
ー
ン
：﹁
兼
テ
注
文
セ
ルH

elene von R
acow

itza

ノM
eine B

eziehungen zu Ferdinand Lassalle

送
リ
来
ル
﹂（
２
２
８
）₆₈

﹁H
elene H

ahne

氏Fritz H
ahne

君
ヨ
リ
手
紙
来
リ
且
拙
稿Entw

icklung des C
hristentum

s in Japan

ノ
掲
載
シ
ア
ルD

as Volk

数
葉
ヲ

送
リ
来
ル
﹂（
２
２
８
）₆₉

九
月
一
日　

ヴ
ィ
ー
ン
：﹁
又
新
着
ノ
新
聞
ニ
テ
歌
舞
伎
座
京
都
ノ
松
竹
会
社
売
収
セ
ラ
レ
シ
ノ
報
ヲ
読
ム
﹂（
２
３
６
）₇₀

九 

月
四
日　

ヴ
ィ
ー
ン
：﹁
宗
君
ヨ
リ
新
聞
ヲ
借
リ
テ
読
ム
ニ
歌
舞
伎
座
売
却
談
破
約
ト
ナ
リ
羽
左
右
エ
門
芝
翫
等
モ
出
金
シ
テ
田
村
成
義
ノ

手
ニ
帰
セ
リ
ト
云
フ　

浅
間
山
噴
火
シ
死
傷
ア
リ
ト
ノ
報
ア
リ
﹂（
２
３
６
）₇₁

九
月
五
日　

ヴ
ィ
ー
ン
：﹁H

andw
örterbuch der Staatsw

issenschaften

ノ
Ⅴ
及
Ⅶ
二
冊
到
着
セ
シ
也
﹂（
２
３
６
）₇₂

九 

月
一
七
日　

ヴ
ィ
ー
ン
：﹁
朝
起
キ
テ
新
聞
ヲ
見
ル
ト
今
日Lebensm

ittelteuerung

ノ
問
題
ニ
関
シ
市
民
ノD

em
onstration

ア
リ
九
時
半

マ
デ
ニ
ノ
庭
前
ニ
集
ル
ト
ア
リ
﹂（
２
３
９
）

九 

月
二
八
日　

ゼ
ク
シ
ッ
シ
ュ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
：﹁
汽
車Sächsische Schw

eiz

ニ
掛
ル
頃
予
ノ
窓
際
ニ
立
ツ
テ
風
景
ヲ
眺
ル
間
此
婦
人
予

ノEcho

ヲ
取
リ
テ
読
ム
﹂（
２
４
４
）

一
〇
月
一
九
日　

ベ
ル
リ
ン
：﹁
夕
方
新
人
来
ル
﹂（
２
４
９
）₇₃

一
〇
月
二
七
日　

ベ
ル
リ
ン
：﹁
此
日
ノ
新
聞
ニ
袁
世
凱
愈
征
討
勅
使
ト
シ
テ
出
陣
セ
リ
ト
ノ
報
ア
リ
﹂（
２
５
１
）₇₄

一
一
月
二
一
日　

ベ
ル
リ
ン
：﹁
雑
誌
太
陽
ナ
ド
モ
送
リ
来
ル
﹂（
２
５
６
）₇₅

一
二
月
二
七
日　

ベ
ル
リ
ン
：﹁
支
那
ノ
休
戦
ハ
更
ニ
二
週
間
延
バ
サ
レ
タ
リ
ト
ノ
報
新
聞
ニ
見
ユ
﹂（
２
５
８
）₇₆

一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
年
・
大
正
元
年
）

一
月
一
日　

ベ
ル
リ
ン
：﹁C

haise-Long

ニ
横
リ
テ
太
陽
ヲ
読
ム
﹂（
２
６
４
）₇₇

一
月
二
九
日　

ベ
ル
リ
ン
：﹁
午
後
ハ
疲
労
ヲ
覚
ユ　

C
haise-Long

ノ
上
ニ
横
リ
テ
太
陽
ヲ
読
ム
﹂（
２
６
９
）₇₈
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一
〇

三 

月
ニ
日　

ベ
ル
リ
ン
：﹁
本
ヲ
片
付
ケ
箱
ヲ
注
文
ス　

独
乙
語
ノ
本
ハ
一
切
日
本
ニ
送
ル
考
ナ
リ　

仏
国
ニ
テ
ハ
主
ト
シ
テ
仏
語
ノ
書
ヲ
読

ミ
英
国
ニ
テ
ハ
英
語
ノ
本
ヲ
読
ム
﹂（
２
７
４
︱
２
７
５
）

三
月
四
日　

ベ
ル
リ
ン
：﹁
読
書
ス　

年
初
読
ミ
残
シ
ノ
新
聞
等
漸
ク
読
ミ
了
ル
﹂（
２
７
５
）

三
月
一
四
日　

ベ
ル
リ
ン
：﹁
午
後
日
本
ノ
新
聞
ヲ
読
ム
﹂（
２
７
７
）

三
月
一
五
日　

ベ
ル
リ
ン
：﹁
午
前
日
本
ノ
新
聞
ヲ
読
ム
﹂（
２
７
７
）

三 

月
二
〇
日　

ベ
ル
リ
ン
：﹁
小
野
塚
先
生
ヨ
リ
手
紙
ニ
テW

ipperm
ann ’s G

edächtniskalender

ノ
購
入
方
ヲ
依
頼
シ
来
ル　

但
シ
法
科
大

学
用
ナ
リ
﹂（
２
７
８
）₇₉

三 

月
二
九
日　

ベ
ル
リ
ン
：﹁
午
前
ニ
約
ア
リ
テJüdischer Prediger D

r. Levin

氏
ヲ
訪
フJudentum

質
問
ノ
為
ナ
リ　

氏
ハ
丁
寧
ニ
予
ヲ

引
見
シ
テ
其
著
数
部
ヲ
恵
贈
セ
ラ
レ
且
種
々
ノ
質
問
ニ
応
ゼ
ラ
ル
﹂（
２
８
１
）

四 

月
三
〇
日　

シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
：﹁W
ürzburg

ヨ
リ
此
地
ニ
至
ル
ノ
道
中
汽
車
ノ
中
ニ
テD

r. Paul R
ohrbach

ノ
新
著D

er deutsche 

G
edanke in der W

elt

ト
云
フ
ノ
ヲ
見
タ
ガ
（
無
論
全
部
ハ
見
了
ラ
ヌ
ガ
）
中
々
面
白
シ　

時
弊
ニ
適
中
シ
テ
居
ル
ト
思
フ　

日
本
ノ
政
治

家
乃
至
経
世
家
ニ
取
ツ
テ
モ
大
ニ
参
考
ニ
ナ
ル
ト
思
フ　

此
人
ニ
ハ
一
度W

eim
ar

ニ
テ
遇
ツ
タ
﹂（
２
９
３
）₈₀

五
月
二
二
日　

シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
：﹁
新
人
新
女
界
送
リ
来
リ
新
聞
ハ
久
シ
ク
来
ラ
ズ
﹂（
２
９
９
）₈₁

六 

月
一
六
日　

ナ
ン
シ
ー
：﹁
注
文
セ
シLa vie politique dans les deux m

ondes

来
ル　

一
九
一
一
年
度
分
即
第
五
巻
ナ
リ　

A
lcan

ノ
発

行
ナ
リ
﹂（
３
０
４
）₈₂

六 

月
一
九
日　

ナ
ン
シ
ー
：﹁
書
物
屋
ニLa vie politique dans les deux m

ondes

ノ
代
金
ヲ
払
ヒD

audet

ノLettres de m
on m

oulin

ヲ
買
ヒ
﹂

（
３
０
５
）₈₃

六
月
二
五
日　

ナ
ン
シ
ー
：﹁
汽
車
中
ニ
テD

audet

ノlettres de m
on m

oulin

ヲ
読
ム
﹂（
３
０
６
）

六
月
二
七
日　

ナ
ン
シ
ー
：﹁
太
陽
モ
着
シ
居
ル
﹂（
３
０
７
）₈₄

六 

月
二
八
日　

ナ
ン
シ
ー
：﹁
六
月
分
ノ
太
陽
送
リ
来
レ
ル
ガ
中
ニ
上
杉
君
ノ
国
体
論
ア
リ　

僻
説
ニ
ア
ラ
ズ
ン
バ
研
究
ノ
未
ダ
至
ラ
ザ
ル
モ
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一
一

ノ
ナ
リ
﹂（
３
０
７
）₈₅

六
月
二
九
日　

ナ
ン
シ
ー
：﹁
此
日
太
陽
ニ
テ
中
島
半
次
郎
君
ノ
文
ヲ
読
ミ
同
感
ニ
堪
ヘ
ズ
端
書
ヲ
出
シ
テ
賛
成
ノ
意
ヲ
表
ス
﹂（
３
０
７
）₈₆

七
月
三
日　

ナ
ン
シ
ー
：﹁Petit Larouse

ト
外
地
図
一
冊
ヲ
買
フ
﹂（
３
０
８
）₈₇

七
月
七
日　

ナ
ン
シ
ー
：﹁
新
着
ノ
朝
日
新
聞
ヲ
読
ミ
ナ
ド
シ
テ
﹂（
３
１
０
）

七 

月
九
日　

ナ
ン
シ
ー
：﹁
朝Fock

ヨ
リEgelhaaf

ノG
eschichte der neuesten Zeit

ヲ
送
リ
来
ル　

之
ハ
去
年
ノ
今
頃
注
文
セ
シ
モ
ノ
ナ

リ
ト
記
憶
ス
﹂（
３
１
０
︱
３
１
１
）₈₈

七
月
一
一
日　

ナ
ン
シ
ー
：﹁
此
日Tim

es

ヘ
百
科
全
書
ノ
六
七
月
分
トEcho

ノ
後
半
期
分
ト
ヲ
為
替
ニ
テ
払
フ
﹂（
３
１
３
）

七
月
一
八
日　

ナ
ン
シ
ー
：﹁
此
日
新
聞
ニ
テ
日
露
同
盟
条
約
成
立
ノ
報
ア
リ
﹂（
３
１
４
）

七 

月
一
六
日　

ナ
ン
シ
ー
：﹁La vie politique dans les deux m

ondes

ヲ
読
ン
ダ
ガ
政
治
ノ
コ
ト
モ
相
当
ニ
知
ツ
テ
居
ツ
テ
大
ニ
満
足
セ
リ
﹂

（
３
１
４
）

七
月
一
九
日　

ナ
ン
シ
ー
：﹁
小
野
塚
先
生
ヨ
リ
七
月
分
ノ
法
学
協
会
雑
誌
送
リ
来
ル
、
独
乙
政
況
ノ
論
文
ヲ
載
セ
ア
リ
﹂（
３
１
５
）₈₉

七
月
二
二
日　

ナ
ン
シ
ー
：﹁
新
着
ノ
新
人
ニ
内
个
崎
君
第
五
子
ヲ
挙
グ
﹂（
３
１
５
）₉₀

︱ 

七
月
三
〇
日
明
治
天
皇
崩
御
、
大
正
天
皇
踐
祚
に
伴
い
﹁
大
正
﹂
に
改
元 

︱

八
月
七
日　

パ
リ
：﹁
佐
々
木
君
へTageblatt

ノ
週
刊
送
ル
﹂（
３
１
９
）

八 

月
二
〇
日　

パ
リ
：﹁
只
新
聞
ニ
久
シ
ク
懸
案
タ
リ
シ
西
仏
交
渉
（M

aroc

ニ
関
ス
ル
）
一
段
落
ヲ
告
ゲ
不
日
調
印
ヲ
見
ル
ベ
シ
ト
ノ
報
ト

澳
国
外
首B

erchtold

発
議
シ
テ
土
国
内
政
ニ
干
渉
ス
ベ
キ
ヲ
英
独
仏
露
ノ
諸
国
ヘ
申
込
メ
リ
ト
ノ
報
ア
リ　

殊
ニ
此
後
者
ノ
問
題
ニ
関
シ

テ
ハ
各
国
ノ
新
聞
ニ
テ
盛
ニ
論
議
セ
ラ
レ
ツ
ヽ
ア
リ
﹂（
３
２
３
）

八
月
二
三
日　

パ
リ
：﹁
新
聞
幷
ニ
新
人
新
女
界
送
リ
来
ル
﹂（
３
２
４
）₉₁

九
月
四
日　

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
﹁
午
後
食
後
散
歩
ノ
次
手
ニPierre C

lerget

ノLa Suisse au X
X

e Siècle

ト
云
フ
ヲ
買
フ
﹂（
３
２
８
）₉₂

九 

月
一
二
日　

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
：﹁
新
聞
ニ
斯
ン
ナ
記
事
見
ユ　

猶
太
人
ノ
伝
説
ニ
依
レ
バ
天
地
開
闢
以
来
今
日
マ
デ
僅
ニ
五
六
七
三
年
ヲ
経
タ
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一
二

ル
ニ
過
ギ
ザ
ル
モ
ノ
ト
見
ユ
﹂（
３
３
０
）

九 

月
一
五
日　

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
：﹁
此
日
新
聞
ニ
テ
先
帝
陛
下
葬
送
ノ
御
当
日
乃
木
大
将
夫
妻
自
刃
以
テ
故
帝
ニ
殉
ジ
タ
リ
ト
ノ
報
ニ
接
ス
﹂

（
３
３
１
）₉₃

九 
月
二
一
日　

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
：﹁
午
後
ハ
宿
ノ
老
爺
ノ
紹
介
ニ
テ
当
地
新
聞Journal de G

enève

ノ
主
筆A

. B
onneur

氏
ヲ
訪
フ　

田
舎
新
聞

ノ
記
者
ナ
ル
ニ
拘
ラ
ズ
広
ク
東
西
ノ
事
物
ニ
通
ズ
ル
ニ
ハ
感
心
セ
リ　

乃
木
大
将
ノ
自
殉
ニ
関
ス
ル
論
評
ヲ
見
テ
モ
相
当
ニ
日
本
ヲ
研
究

シ
テ
居
ル
様
ナ
リ
﹂（
３
３
３
）

一 

〇
月
三
日　

パ
リ
：﹁
夕
方
町
ニ
散
歩
シLouvre

ニ
テ
帽
子
一
个
（15.50

）
及
不
如
帰
ノ
仏
訳Plutôt la m

ort

（3

）
一
冊
ヲ
買
フ
﹂

（
３
３
６
）₉₄

一
〇
月
四
日　

パ
リ
：﹁
新
聞
ニ
テ
乃
木
大
将
殉
死
ノ
詳
報
ヲ
読
ム
﹂（
３
３
６
）

一
〇
月
七
日　

パ
リ
：﹁
午
後
モ
佐
々
木
君
ト
一
所
ニA

lcan

ニ
行
キ
書
籍
数
部
ヲ
求
ム
﹂（
３
３
６
︱
３
３
７
）

一
〇
月
八
日　

パ
リ
：﹁
午
後
ハ
矢
張
リ
一
所
ニLarouse

其
他
ノ
書
店
ヲ
ア
サ
ル
﹂（
３
３
７
）

一
〇
月
九
日　

パ
リ
：﹁
途
中
古
本
屋
ニ
テ
書
物
数
部
ヲ
購
求
ス
﹂（
３
３
７
）

一 

〇
月
一
一
日　

パ
リ
：﹁
午
前
ハ
仏
文
翻
訳
ニ
従
事
シ
午
後
ハ
河
岸
ヲ
散
歩
シ
古
本
ヲ
ア
サ
ル　

Le Japon contem
porain

ト
題
シ

一
八
五
七
年
版
ノ
本
ヲ
三
十
文
ニ
テ
買
ヒ
シ
ハ
掘
出
シ
物
ナ
リ
﹂（
３
３
７
）₉₅

一
〇
月
一
二
日　

パ
リ
：﹁Les grands traités politiques
ヲ
買
フ
﹂（
３
３
７
）₉₆

一
〇
月
二
一
日　

パ
リ
：﹁Suderm

ann

ノFrau Sorge

ヲ
読
ム
﹂（
３
３
９
）₉₇

一
〇
月
二
四
日　

パ
リ
：﹁
午
後
河
岸
ヲ
散
歩
シ
テ
古
本
ヲ
ア
サ
リ
二
冊
ヲ
得
タ
リ
﹂（
３
４
０
）

一
〇
月
二
五
日　

パ
リ
：﹁
午
後
河
岸
ヲ
ア
サ
リ
テL ’A

utriche sans M
arie Thérèse

ト
云
フ
美
本
ヲ
三
十
ニ
テ
求
ム
﹂（
３
４
０
）₉₈

一
〇
月
二
七
日　

パ
リ
：﹁
午
後
例
ニ
ヨ
リ
テ
河
岸
ヲ
散
歩
シ
テ
古
本
三
冊
ヲ
掘
出
ス
﹂（
３
４
１
）

一 

〇
月
三
〇
日　

パ
リ
：﹁
此
日
ヨ
リK

lotz

ノ
第
三
巻
目
ノ
翻
訳
ニ
進
ム　

Strasbourg

以
来
漸
ク
三
冊
ヲ
了
シ
今
四
冊
目
ニ
入
ル
予
定
ニ
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一
三

テ
九
月
中
旬
ニ
全
部
了
ル
積
リ
ナ
リ
シ
ガ
随
分
後
レ
タ
モ
ノ
ナ
リ
﹂（
３
４
１
）

一
〇
月
三
一
日　

パ
リ
：﹁
午
後
古
本
屋
ヲ
探
シ
テPapauté

トA
utriche

ノ
歴
史
ト
ヲ
求
ム
﹂（
３
４
１
）₉₉

一
一
月
三
日　

パ
リ
：﹁
新
人
着
ク　

海
老
名
先
生
ノ
乃
木
大
将
殉
死
論
頗
ル
我
意
ヲ
得
タ
リ
﹂（
３
４
２
）１００

一
一
月
四
日　

パ
リ
：﹁
正
則
ノ
勉
強
ハ
明
日
ヨ
リ
ト
シ
テ
新
着
ノ
太
陽
ヲ
読
ミ
ナ
ド
シ
テ
日
ヲ
暮
ス
﹂（
３
４
２
）１０１

一
一
月
五
日　

パ
リ
：﹁
太
陽
ヲ
読
ミ
了
ル
﹂（
３
４
２
）

一 

一
月
八
日　

パ
リ
：﹁
午
後
散
歩
ノ
次
手
古
本
屋
ニ
テ
北
米
幷
ニ
亜
洲
ノ
政
治
問
題
ニ
関
ス
ル
書
二
冊
及
西
班
牙
ノ
社
会
問
題
トR

ussia

ノ
革
命
ニ
関
ス
ル
書
二
冊
ト
ヲ
求
ム
﹂（
３
４
３
）

一
一
月
一
二
日　

パ
リ
：﹁
午
後
ハ
一
寸
河
岸
ヲ
散
歩
シ
テLa Q

uestion de l ’Extrèm
e-O

rient

一
冊
ヲ
求
ム
﹂（
３
４
３
）１０２

一
一
月
二
一
日　

パ
リ
：﹁
午
後
散
歩
シM

acedoine et le chem
in de fer de B

agdad

トl ’A
ngleterre m

oderne

ト
ヲ
求
ム
﹂（
３
４
５
）１０３

一
一
月
二
二
日　

パ
リ
：﹁
新
聞
ノ
所
報
ニ
依
レ
バTurquie

ハ
休
戦
ノ
提
議
ニ
関
ス
ルB

ulgarie

ノ
条
件
ヲ
拒
斥
シ
タ
リ
ト
ナ
リ
﹂（
３
４
６
）

一
一
月
二
五
日　

パ
リ
：﹁
此
日
英
人B

arnes
ノ
著The M

an of the M
ask

一
冊
ヲ
求
ム
﹂（
３
４
６
）１０４

一
二
月
二
日　

パ
リ
：﹁Théâtre Sarah-B

ernard
ニ
テLa D

am
e aux C

am
élias

ヲ
ヤ
ル
ト
云
フ
ニ
ヨ
リText

ヲ
読
ミ
始
ム
﹂（
３
４
７
︱

３
４
８
）１０５

一 

二
月
四
日　

パ
リ
：﹁
夜
ハ
一
寸
狩
野
先
生
ヲ
訪
ヒ
夫
レ
ヨ
リTrianon Lyrique

ニPaul et V
irginie

ヲ
見
ニ
行
ク　

texte

ヲ
求
メ
テ
読
ン

デ
見
タ
シ
ト
思
フ
﹂（
３
４
８
）１０６

一
二
月
一
六
日　

パ
リ
：﹁O

péra

ニ
行
ク　

題
ハTannhäuser

ナ
リText

ヲ
読
ン
デ
行
キ
シ
故
能
分
リ
﹂（
３
５
０
）１０７

一 

二
月
二
二
日　

パ
リ
：﹁
此
間La D

am
e aux C

am
élias

ノ
脚
本
ヲ
読
ミ
ツ
ヽ
ア
リ
シ
ガ
昨
夜
床
ノ
中
デ
読
ミ
了
リ
今
日
ヨ
リ
ハFaust

ヲ

読
ミ
始
ム
﹂（
３
５
１
）１０８

一
二
月
二
四
日　

パ
リ
：﹁textes

ヲ
買
ツ
テ
読
ン
デ
見
ル　

Tosca

トC
avalleria R

usticana

ト
ナ
リ
﹂（
３
５
２
）１０９

一
二
月
二
六
日　

パ
リ
：﹁Tosca

ヲ
大
略
読
ミ
了
ル
﹂（
３
５
２
）
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一
四

一
二
月
二
八
日　

パ
リ
：﹁R

igoletto

ヲ
読
ミ
始
ム
﹂（
３
５
３
）１１０

一
九
一
三
年
（
大
正
二
年
）

一
月
一
日　

パ
リ
：﹁Zola

ノL ’A
ffaire C

lém
enceau

ヲ
買
フ
﹂（
３
５
６
）１１１

一
月
六
日　

パ
リ
：﹁D

audet

ノ
著
二
冊
其
他G

oncourt

及H
ervieu

ノ
著
二
冊
ヲ
古
本
屋
ニ
テ
求
ム
﹂（
３
５
７
）１１２

一
月
一
一
日　

パ
リ
：﹁la D

am
e aux C

am
élias

ノ
脚
本
ノ
方
ヲ
読
ミ
了
ル
﹂（
３
５
９
）

一
月
一
二
日　

パ
リ
：﹁
朝
到
着
ノ
新
聞
ニ
ツ
キ
内
閣
更
迭
ノ
顚
末
ヲ
読
ム
﹂（
３
５
９
）

一 

月
一
三
日　

パ
リ
：﹁
今
夜O

déon

ニ
テ
観
ル
ベ
キTolstoi

著La Puissance des Ténèbres

ヲ
読
ム　

新
着
ノ
新
聞
ニ
ヨ
ル
ニ
之
ハ
日
本

ニ
テ
近
頃
演
ツ
テ
ル
サ
ウ
ナ
リ
﹂（
３
６
０
）１１３

一
月
一
四
日　

パ
リ
：﹁A

ïda

ヲ
精
読
シ
了
ル
﹂（
３
６
０
）１１４

一
月
一
五
日　

パ
リ
：﹁
明
後
日
ノ
タ
メ
ニLa Flute enchantée

ヲ
読
ム
﹂（
３
６
０
）１１５

一
月
一
六
日　

パ
リ
：﹁
早
ク
帰
ツ
テLa Flute enchantée

ヲ
読
ミ
続
ク
﹂（
３
６
０
）

一
月
一
七
日　

パ
リ
：﹁
午
前
中La Flute enchantée
ヲ
読
ミ
了
ル
﹂﹁
明
日
ノO

péra

ノ
タ
メFaust

ヲ
読
ム
﹂（
３
６
１
）

一
月
一
八
日　

パ
リ
：﹁
午
後
ハ
今
夜
ノ
準
備
ト
シ
テFaust

ヲ
読
ム
﹂（
３
６
１
）

一
月
一
九
日　

パ
リ
：﹁Salom

é

ヲ
精
読
シ
了
ル
﹂（
３
６
１
）１１６

一
月
二
〇
日　

パ
リ
：﹁
大
統
領
ニPoincaré

ガ
選
レ
シ
ニ
テ
新
聞
ガ
大
騒
ギ
ナ
リ
﹂（
３
６
２
）

一 

月
二
一
日　

パ
リ
：﹁
今
日
ノ
新
聞
ニ
依
ル
ニPoincaré

ノ
後
ヲ
ウ
ケ
テ
内
閣
組
織
ノ
大
命
ヲ
受
ケ
タ
ルB

riand

ハ
其
功
ヲ
了
リ
明
日
頃

其
顔
触
ハ
発
表
セ
ラ
ル
ベ
シ
ト
伝
フ
﹂（
３
６
２
）

一
月
二
七
日　

パ
リ
：﹁
午
後
新
聞
ノ
広
告
ニ
テ
見
タ
ルLes Partis politiques sous la troisièm

e R
épublique

ヲ
買
ニ
行
ク
﹂（
３
６
３
）１１７

一
月
三
〇
日　

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
：﹁Luxem

burg

ノ
官
版
年
鑑
ヲ
求
メ
﹂（
３
６
４
）１１８
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一
五

二
月
一
三
日　

ベ
ル
リ
ン
：﹁
午
後
ハ
今
夜
王
室O

pernhaus

ニ
テ
観
ル
ベ
キTristan und Isolde

ノ
準
備
ヲ
ス
ル
﹂（
３
７
０
）１１９

二
月
二
一
日　

シ
ュ
ヴ
ェ
ル
ム
：﹁
日
曜
ニ
芝
居
ニ
招
待
サ
レ
居
ル
ニ
ツ
キM

ignon

ノText

ヲ
買
ツ
テ
読
ム
﹂（
３
７
２
︱
３
７
３
）１２０

二
月
二
二
日　

シ
ュ
ヴ
ェ
ル
ム
：﹁
新
聞
ニ
ハ
議
会
ノ
停
会
ノ
コ
ト
ヤ
桂
公
新
政
党
組
織
ノ
コ
ト
ナ
ド
詳
ニ
分
ル
﹂（
３
７
３
）

二 

月
二
四
日　

シ
ュ
ヴ
ェ
ル
ム
：﹁
朝
起
キ
テ
見
ル
ト
筧
君
ニ
依
頼
セ
ル
本
（H

erkner ’s A
rbeiterfrage

）
届
キ
居
ル
﹂﹁O

per

ノ
脚
本

Evangelium
ヲ
買
ツ
テ
読
ム
﹂（
３
７
４
）１２１

二
月
二
五
日　

シ
ュ
ヴ
ェ
ル
ム
：﹁Evangelium

ヲ
ヨ
ミ
了
ル
﹂（
３
７
４
）

二
月
二
六
日　

シ
ュ
ヴ
ェ
ル
ム
：﹁Tim

es

ニ
ヨ
リ
テ
山
本
内
閣
ノ
顔
触
ヲ
知
ル
﹂（
３
７
４
）１２２

三 

月
五
日　

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
：﹁
四
時
帰
宿
シ
テ
新
聞
ヲ
読
ム　

先
頃
東
京
神
田
大
火
ノ
報
見
ヘ
シ
ガ
今
日
ハ
沼
津
大
火
ノ
電
報
ア
リ
﹂

（
３
７
７
）

三
月
九
日　

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
：﹁
夜
読
書
ス　

読
書
ト
ハB

elgium

ニ
入
リ
テ
後
買
ヒ
タ
ル
選
挙
法
改
正
問
題
、
両
人
種
反
目
問
題
ニ
干
ス
ル

二
三
小
冊
子
ヲ
読
ミ
シ
ナ
リ　

大
ニ
益
ス
ル
所
ア
リ
﹂（
３
８
０
）

三 

月
一
〇
日　

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
：﹁
午
前
中
ハ
領
事
館
ニ
赴
キ
新
聞
ヲ
見
シ
テ
貰
フ　

日
本
最
近
ノ
政
変
ニ
関
シ
稍
明
了
ナ
ル
知
識
ヲ
得
タ
リ
﹂

（
３
８
０
）

四 

月
八
日　

ロ
ン
ド
ン
：﹁
途
中
安
イ
古
本
ヲ
買
フ　

一
ハFinland

ニ
干
ス
ル
モ
ノ1 s.

一
ハ
米
国
建
国
史
ニ
干
ス
ル
モ
ノ4 d.

ナ
リ
﹂

（
３
８
６
）

四 

月
九
日　

ロ
ン
ド
ン
：﹁Paul H

ebeck

ノ
著
﹁W

ie das Englische Volk sich selbst regiert

﹂
ヲ
読
ミ
終
ル　

得
ル
所
頗
ル
多
シ　

殊
ニ
各

政
党
ノ
首
領
ノ
伝
記
尤
モ
感
興
ヲ
催
サ
シ
ム　

Lloyd G
eorge

ノ
叙
述
尤
モ
面
白
シ
﹂（
３
８
７
）１２３

四
月
一
〇
日　

ロ
ン
ド
ン
：﹁﹁Ilbert

ノParliam
ent

ヲ
読
ミ
始
メ
シ
ナ
リ
﹂（
３
８
７
）１２４

四 

月
一
三
日　

ロ
ン
ド
ン
：﹁
箕
作
君
ノ
所
デ
中
央
公
論
二
月
号
ニ
松
崎
天
民
ト
云
フ
人
ノ
大
鳥
六
三
君
ト
関
係
ア
リ
シ
ト
云
フ
芸
者
何
某
ノ

コ
ト
ヲ
書
テ
ア
ル
ヲ
見
ル
﹂（
３
８
８
）
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四
月
二
二
日　

ロ
ン
ド
ン
：﹁
途
中
ノ
鼻
端
ノ
本
屋
ニ
ヨ
リPam

phlets

数
冊
ヲ
求
メ
帰
リ
﹂（
３
９
１
）

四
月
二
三
日　

ロ
ン
ド
ン
：﹁
市
中
ニ
テSentari

陥
落
ノ
報
ヲ
伝
フ
ル
モ
ノ
ア
ル
モTim

es

ニ
ハ
未
ダ
其
事
見
ヘ
ズ
﹂（
３
９
１
）

五
月
二
三
日　

ロ
ン
ド
ン
：﹁
終
日Italy

語
ノ
本
ヲ
イ
ヂ
ク
リ
大
部
分
ヲ
了
ル
﹂（
３
９
９
）

六 
月
三
日　

ロ
ン
ド
ン
：﹁
仏
人
牧
師Les Jeunes G

ens d ’A
ujourd ’hui

ト
云
フ
ヲ
貸
シ
テ
呉
レ
ル　

之
ヲ
読
ム
ニ
近
時
仏
国
有
為
ノ
青
年

大
ニN

ationalistic

ニ
ナ
リ
シ
ト
ナ
リ　

動
機
ハA

gadir

事
件
ニ
在
リ
ト
ハ
著
者
ノ
論
断
ナ
ル
ガ
如
シ
﹂（
３
９
９
）１２５﹁
伊
太
利
語
ノ
本
ヲ

読
ミ
ナ
ド
シ
テ
日
ヲ
暮
ス
﹂（
４
０
０
）

六
月
六
日　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
：﹁
本
屋
ニ
テ
ハItalia

語
ノ
字
引
トL ’Italia m

oderna

ト
ヲ
求
ム
﹂（
４
０
２
）１２６

六
月
七
日　

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
：﹁A

m
erican R

eview
 of R

eview
s

ヲ
買
ツ
テ
読
ン
デ
ル
中
ニ
時
間
ニ
ナ
ル
﹂（
４
０
２
）１２７

六
月
九
日　

シ
カ
ゴ
：﹁A

m
erican R

eview
 of R

eview
s

ノ
巻
頭
ノ
日
米
問
題
ニ
関
ス
ル
論
文
頗
ル
我
意
ヲ
得
タ
リ
﹂（
４
０
３
）

六
月
一
四
日　

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
：﹁
朝
井
田
君
ト
一
所
ニ
領
事
館
ニ
赴
キ
日
本
ノ
新
聞
ヲ
読
ム
﹂（
４
０
５
）

六
月
一
九
日　

太
平
洋
上
：﹁
例
ノItalia
ヲ
頻
リ
ニ
読
ム
﹂（
４
０
６
）

六
月
二
一
日　

太
平
洋
上
：﹁Italia

ヲ
読
ミ
太
陽
ヲ
拾
ヒ
読
ミ
シ
テ
日
ヲ
暮
ス
﹂（
４
０
７
）

六
月
二
四
日　

太
平
洋
上
：﹁
例
ノItalia

ヲ
頻
リ
ト
読
ム
﹂（
４
０
６
）

六
月
二
五
日　

太
平
洋
上
：﹁
船
長
ヨ
リG

efährlicher A
lter

ノ
訳
ヲ
借
リ
テ
読
ミ
始
ム
﹂（
４
０
７
）１２８

六
月
二
六
日　

太
平
洋
上
：﹁
夜
ニ
至
リ
テ
始
メ
テ
千
葉
君
寄
贈
ノ
排
日
問
題
梗
概
数
葉
ヲ
読
ム
﹂（
４
０
８
）１２９

六
月
三
〇
日　
﹁
引
続
キ“L ’Itali am

oderna ”

ヲ
読
ム
﹂﹁
千
葉
君
寄
贈
ノ
排
日
問
題
梗
概
モ
大
半
読
ミ
了
ル
﹂（
４
０
９
）

注1　

  

吉
野
作
造
は
論
文
﹁
羅
馬
教
皇
﹂
で
、
ア
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
主
著
﹁﹃
基
督
敎
眞
髄
﹄（D

as W
esen des C

hristentum
s

）﹂
が
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
禁
書
目
録
に
登
録
さ
れ
た
と
い
う
事
実
を
紹
介
し
て
い
る
が
（﹃
法
學
協
會
雜
誌
﹄
第
三
二
巻
第
一
号
、
九
〇
頁
。）、
留
学
日
記
に
は
こ
の
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吉野作造のドイツ留学（三）

一
七

書
名
が
出
て
こ
な
い
。

2　
  ﹃

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
新
聞
﹄
に
は
該
当
箇
所
な
し
。

3　

  H
enry D

rum
m

ond, D
as B

este in der W
elt. D

eutsche autorisierte A
usgabe, übersetzt v. Julie Suttner, 30. A

ufl., B
ielefeld/Leipzig: Verl. v. 

Velhagen &
 K

lasing, 1895. 71 S. 

原
版
はH

enry D
rum

m
ond, The greatest thing in the w

orld, N
ew

 York: Jam
es Pott, 1890. 

4　

  

以
下
の
記
事
を
見
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。﹁
梅
博
士
は
校
葬
﹂、﹃
東
京
朝
日
新
聞
﹄
明
治
四
三
年
八
月
二
九
日
朝
刊
、
五
頁
。
な
お
﹁
校
葬
﹂
と
は

梅
が
総
理
を
務
め
た
法
政
大
学
に
よ
る
も
の
で
、
葬
儀
委
員
長
は
富
井
政
章
で
あ
っ
た
。

5　

  K
arl A

ugust K
lüpfel, G

eschichte der deutschen Einheitsbestrebungen bis zu ihrer Erfüllung 1848-1871, 2 B
de., B

erlin: Verl. v. Julius 

Springer, 1872/73. 389 S. (B
d. 1) und 434 S. (B

d. 2).　

日
記
原
本
で
も
確
認
し
た
が
、
吉
野
作
造
の
転
記
ミ
ス
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
解
放
戦
争

か
ら
、
と
り
わ
け
三
月
革
命
か
ら
独
仏
戦
争
に
到
る
ド
イ
ツ
統
一
の
過
程
を
分
析
し
た
大
部
の
政
治
史
で
あ
る
。
著
者
は
当
初
一
八
五
三
年
に
ド
イ
ツ

統
一
運
動
を
概
観
す
る
著
作
を
刊
行
し
て
い
た
が
、
の
ち
に
ド
イ
ツ
統
一
が
実
現
し
た
の
で
、
一
八
七
二
年
に
こ
の
改
定
版
を
刊
行
し
た
。
プ
ロ
イ
セ

ン
主
導
で
の
ド
イ
ツ
帝
国
建
設
を
情
熱
的
に
肯
定
す
る
自
由
主
義
系
の
著
作
で
あ
る
。
な
お
﹁Fock

﹂
と
は
﹁G

ustav Fock

﹂
書
店
を
指
す
（
１
４
８
）。

6　

  Zeitschrift für Politik

は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
政
治
大
学
が
一
九
〇
七
年
に
刊
行
を
開
始
し
た
政
治
学
雑
誌
で
あ
る
か
ら
、
吉
野
作
造
は
既
刊
の
一
九
〇
七
年
、

一
九
〇
八
年
、
一
九
〇
九
年
分
を
購
入
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
三
巻
に
は
、
オ
ッ
ト
ー
・
ヒ
ン
ツ
ェ
、
フ
ー
ゴ
ー
・
プ
ロ
イ
ス
、

ゲ
ル
ト
ル
ー
ト
・
ボ
イ
マ
ー
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
シ
ュ
パ
ー
ン
、
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
テ
ン
ゲ
ル
男
爵
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
テ
ン
ニ
ー
ス
、
マ

テ
ィ
ア
ス
・
エ
ル
ツ
ベ
ル
ガ
ー
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ら
が
寄
稿
し
て
い
る
。

7　

  ﹃
太
陽
﹄
第
一
〇
巻
第
一
二
号
（
明
治
四
三
年
八
月
二
八
日
発
行
）
か
。

8　

  Friedrich Schulze/Paul Ssym
ank, D

as deutsche Studententum
 von den ältesten Zeiten bis zur G

egenw
art, Leipzig: Voigtländer, 1910. 487 S. 

こ
れ
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
百
周
年
を
記
念
し
た
浩
瀚
な
ド
イ
ツ
学
生
史
で
、
一
三
五
〇
年
か
ら
一
七
五
〇
年
ま
で
を
シ
ュ
ル
ツ
ェ
が
、
一
七
五
〇
年
か
ら

一
九
一
〇
年
ま
で
を
シ
マ
ン
ク
が
執
筆
し
て
い
る
。
シ
マ
ン
ク
担
当
部
分
の
主
要
な
内
容
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
各
種
学
生
組
合
の
形
成
・
発
展
で
あ

る
。
吉
野
は
ド
イ
ツ
学
生
の
剣
術
や
学
生
歌
に
関
心
を
懐
い
て
い
た
の
で
、
政
治
史
と
の
関
連
か
ら
学
生
の
風
俗
ま
で
包
括
的
に
扱
っ
た
同
書
を
購
入

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
﹁
午
後
﹂
の
﹁
本
﹂
は
探
索
不
能
。

9　

  

左
派
自
由
主
義
系
の
日
刊
紙
﹃
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
新
聞
﹄
か
。
以
下
の
箇
所
に
共
和
国
旗
掲
揚
の
記
述
が
あ
る
が
、
国
王
殺
害
の
記
述
は
な
い
。

Frankfurter Zeitung und H
andelsblatt, N

r. 275, 5. N
ovem

ber 1910, A
bendblatt, S. 1.
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10　

  ﹃
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
新
聞
﹄
か
。
以
下
の
箇
所
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
逃
亡
の
記
述
が
あ
る
。
し
か
し
大
統
領
の
肖
像
は
な
い
。Frankfurter Zeitung und 

H
andelsblatt, N

r. 276, 6. N
ovem

ber 1910, Erstes M
orgenblatt, S. 3.

11　
  ﹁O

tto

﹂
と
は
ド
イ
ツ
語
作
文
教
材
の
著
者
名
か
。﹁La France d ’A

ujourd ’hui

﹂
は
以
下
の
文
献
と
推
測
さ
れ
る
。B

arrett W
endell (Traduction de 

G
eorges G

rappe), La France d ’A
ujourd ’hui, Paris: N

elson, 1909. 382 pages. 

ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
の
小
冊
子
で
、大
学
、社
会
構
造
、家
族
、国
民
性
、

文
学
、
宗
教
、
革
命
、
共
和
制
な
ど
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
が
手
軽
に
分
か
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

12　

  B
ertha v. Suttner, D

ie W
affen nieder! D

ram
a in 3 A

kten, H
alle 1893. 120 S. 

こ
れ
は
平
和
主
義
者
ズ
ッ
ト
ナ
ー
の
代
表
的
戯
曲
で
あ
る
。

13　

  ﹃
新
人
﹄
第
一
一
巻
第
一
〇
号
（
明
治
四
三
年
一
〇
月
一
日
発
行
）、﹃
新
女
界
﹄（
明
治
四
三
年
第
二
巻
第
一
〇
号
（
明
治
四
三
年
一
〇
月
一
日
発
行
）
か
。

14　

  M
inisterialblatt für K

irchen- und Schul-A
ngelegenheiten im

 K
önigreich B

ayern, M
ünchen: K

gl. H
ofbuchdruckerei K

astner &
 C

allw
ey 

は
、

バ
イ
エ
ル
ン
王
国
内
務
省
の
教
会
・
学
校
政
策
に
関
す
る
不
定
期
刊
行
物
で
、
教
会
・
学
校
制
度
に
つ
い
て
の
王
国
各
官
庁
の
決
定
事
項
を
伝
達
す
る

官
報
の
一
種
で
あ
り
、
一
九
一
〇
年
当
時
も
刊
行
さ
れ
て
い
た
。

15　

  C
lara V

iebig, D
ilettanten des Lebens, B

erlin: Verl. U
llstein &

 C
o, 1910. 312 S. 

こ
れ
は
自
然
主
義
の
人
気
作
家
の
小
説
で
あ
る
。

16　

  C
harles Seignobos, Politische G

eschichte des m
odernen Europa. Entw

icklung der Parteien und Staatsform
en 1814-1896, Leipzig: Verl. V. D

r. 

W
erner K

linkhardt, 1910. 800 S. 

こ
れ
は
比
較
欧
州
政
治
論
の
大
著
で
あ
る
。
著
者
セ
ニ
ョ
ボ
ス
は
パ
リ
大
学
文
学
部
教
授
で
、
こ
の
作
品
で
ア
カ

デ
ミ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
か
ら
賞
を
授
与
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
語
訳
は
フ
ラ
ン
ス
語
版
第
五
版
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
籍
で
は
ま
ず
イ
ギ
リ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
が
詳
細
に
叙
述
さ
れ
た
あ
と
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
イ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
タ
リ
ア
と
概
説
さ
れ
、
そ
の
後
ド
イ
ツ
、
エ
ス

テ
ル
ラ
イ
ヒ
が
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
の
ち
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
諸
国
、
ロ
シ
ヤ
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
、
バ
ル
カ
ン
の
キ
リ

ス
ト
教
諸
国
が
扱
わ
れ
、
幾
つ
か
の
一
般
的
考
察
の
あ
と
、
ヴ
ィ
ー
ン
体
制
か
ら
ド
イ
ツ
が
支
配
的
と
な
っ
た
当
時
の
欧
州
政
治
ま
で
、
国
際
政
治
が

扱
わ
れ
て
い
る
。

17　

  

目
下
の
と
こ
ろ
不
明
。

18　

  ﹃
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
新
聞
﹄
か
。
以
下
の
箇
所
に
ト
ル
ス
ト
イ
追
悼
の
学
生
と
警
官
と
の
衝
突
の
記
述
が
あ
る
。Frankfurter Zeitung und 

H
andelsblatt, N

r. 323, 23. N
ovem

ber 1910, D
rittes M

orgenblatt, S. 1.

19　

  

読
ん
だ
の
はH

enrik Ibsen, John G
abriel B

orkm
an. Schauspiel in vier A

ufzügen, B
erlin: S. Fischer 1898. 175 S. 

か
。

20　

  

読
ん
だ
の
はLohengrin von R

ichard W
agner, N

eue durchges. B
ühnenausg., Leipzig: B

reitkopf &
 H

ärtel 1904. 64 S. 

か
。
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21　
  

読
ん
だ
の
は
前
述
のSeignobos, Politische G

eschichte

か
。

22　
  

読
ん
だ
の
は
前
述
のSeignobos, Politische G

eschichte

か
。

23　

  
読
ん
だ
の
は
前
述
のSeignobos, Politische G

eschichte

か
。

24　

  

読
ん
だ
の
は
前
述
のSeignobos, Politische G

eschichte

か
。﹁B

erlin

ノFührer

﹂、つ
ま
り
ベ
ル
リ
ン
の
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
数
多
く
存
在
す
る
が
、

日
記
に
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
や
ナ
ウ
マ
ン
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
概
ね
以
下
の
も
の
と
特
定
で
き
る
。Ich w

eiß B
escheid in B

erlin. Vollständiger 

system
atischer Führer durch G

roß-B
erlin für Frem

de und Einheim
ische, für Vergnügungs- und Studienreisende, A

usgabe 1908/1909, B
erlin: B

.  

B
ehr ’s Verl., 1908. 375 S. 

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
が
ベ
ル
リ
ン
の
報
道
機
関
や
文
芸
に
つ
い
て
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ナ
ウ
マ
ン
が
ベ
ル
リ

ン
の
政
治
に
つ
い
て
執
筆
し
て
お
り
、
他
に
も
ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
観
光
施
設
な
ど
の
紹
介
が
あ
る
。
な
お
吉
野
家
に
よ
れ
ば
、
書
き
抜
い
た
﹁
別

冊
﹂
は
現
在
行
方
不
明
と
い
う
。

25　

  Verein zur Förderung des Frem
denverkehrs in Speier (H

rsg.), K
leiner Führer durch Speier am

 R
hein, Speier: K

ranzbühler [nach 1900]. 15 S. 

か
。

26　

  Peter R
osegger, D

as ew
ige Licht. Erzählung aus den Schriften eines W

aldpfarrers, Leipzig: Staackm
ann, 1903. 427 S. 

著
者
ペ
ー
タ
ー
・
ロ
ゼ

ガ
ー
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
だ
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
。

27　

  ﹃
太
陽
﹄
第
一
六
巻
第
一
六
号
（
明
治
四
三
年
一
二
月
一
日
発
行
）、﹃
新
人
﹄
第
一
一
巻
第
一
一
号
（
明
治
四
三
年
一
二
月
一
日
発
行
）、﹃
新
女
界
﹄

第
二
巻
第
一
二
号
（
明
治
四
三
年
一
二
月
一
日
発
行
）
か
。

28　

  A
dolf Stein, D

ie geschichtliche Entw
icklung des Parteiw

esens in D
eutschland 1847-1897, B

erlin: Vaterländische Verlags-A
nstalt, 1897. 31 S. 

こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
降
（
特
に
三
月
革
命
以
降
）
の
ド
イ
ツ
政
治
党
派
の
歴
史
を
概
説
し
た
小
冊
子
で
あ
る
。
主
要
政
党
、と
り
わ
け
自
由
主
義
、

社
会
主
義
の
左
派
政
党
が
紹
介
さ
れ
た
あ
と
、
ア
ド
ル
フ
・
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
や
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ナ
ウ
マ
ン
ら
キ
リ
ス
ト
教
社
会
派
に
も
言
及
が
為
さ

れ
て
い
る
。  

29　

  

前
述
のStein, D

ie geschichtliche Entw
icklung 

の
こ
と
か
。

30　

  ﹁
読
書
﹂
は
前
述
のStein, D

ie geschichtliche Entw
icklung 

の
こ
と
か
。﹃
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
新
聞
﹄
に
は
該
当
箇
所
な
し
。

31　

  ﹃
國
家
學
會
雜
誌
﹄
第
二
四
巻
第
一
二
号
（
明
治
四
三
年
一
二
月
一
日
発
行
）、﹃
法
學
協
會
雜
誌
﹄
第
二
八
巻
第
一
二
号
（
明
治
四
三
年
一
二
月
発
行
？
）

か
。
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32　

  ﹁
政
党
史
﹂
は
前
述
のStein, D

ie geschichtliche Entw
icklung

の
こ
と
か
。

33　
  

著
者
名
が
異
な
る
が
、
表
題
か
ら
以
下
の
文
献
で
は
な
い
か
と
判
断
さ
れ
る
。A

lexander B
urger, D

ie Parteien des deutschen R
eichstages. N

ach 

ihren Program
m

en geschildert, G
autzsch bei Leipzig: Felix D

ietrich 1908. 28 S. 

こ
れ
は
﹁
文
化
と
進
歩
﹂
叢
書
の
一
冊
で
、
民
衆
啓
蒙
を
目
的

と
し
た
左
派
自
由
主
義
系
の
小
資
料
集
で
あ
る
。
な
か
で
は
﹁
右
派
政
党
﹂（
ド
イ
ツ
保
守
党
、
自
由
保
守
党
（
帝
国
党
）、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
諸
党
、
農

業
家
同
盟
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
党
）、﹁
中
央
党
﹂、﹁
左
派
政
党
﹂（
国
民
自
由
党
、
自
由
思
想
諸
党
、
国
民
社
会
協
会
、
社
会
民
主
党
）
が
扱
わ
れ
、

と
り
わ
け
綱
領
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

34　

  G
eorg H

offm
ann/Ernst G

roth, D
eutsche B

ürgerkunde. K
leines H

andbuch des politisch W
issensw

erten für Jederm
ann, sechste, verm

ehrte 

A
ufl., Leipzig: Fr. W

ilh. G
runow

, 1910. 386 S.  

初
版
は
一
八
九
四
年
で
、
ホ
フ
マ
ン
の
肩
書
はR

eichsgerichtsrat

、
グ
ロ
ー
ト
の
肩
書
は

Professor D
r. 

と
あ
る
。
他
の
国
民
と
比
較
し
て
国
家
意
識
の
低
い
ド
イ
ツ
の
一
般
民
衆
に
国
制
の
基
本
的
知
識
を
普
及
さ
せ
る
と
い
う
目
的
で
、
非

党
派
的
に
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
小
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る
。
ゲ
マ
イ
ン
デ
、
連
邦
諸
国
、
帝
国
か
ら
始
ま
っ
て
、
皇
帝
、
連
邦
評
議
会
、
帝
国
議
会
、

帝
国
宰
相
、
裁
判
所
、
陸
海
軍
、
産
業
、
植
民
地
、
財
政
、
教
会
、
教
育
機
関
、
社
会
立
法
と
政
治
一
般
を
網
羅
し
て
い
る
。

35　

  ﹃
エ
ヒ
ョ
ー
﹄
は
一
冊
百
頁
ほ
ど
の
総
合
雑
誌
で
、
読
み
手
と
し
て
特
に
ド
イ
ツ
帝
国
外
の
ド
イ
ツ
系
住
民
を
念
頭
に
置
い
て
お
り
、
彼
ら
の
生
活
の

紹
介
も
多
い
。

36　

  ﹃
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
新
聞
﹄
に
は
該
当
箇
所
な
し
。

37　

  

以
下
で
言
及
の
あ
る
﹁K

atholizism
us und Protestantism

us

﹂、﹁Lehrbuch der katholischen R
eligio

﹂、﹁K
irchengeschichte

﹂
な
ど
か
。

38　

  ﹃
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
新
聞
﹄
に
は
該
当
箇
所
な
し
。

39　

  ﹁
ド
イ
ツ
政
党
史
﹂
はB

urger, D
ie Parteien

か
。

40　

  D
as Echo. O

rgan der D
eutschen im

 A
uslande. W

ochenzeitung für Politik, Literatur und deutsche Export-Interessen. Stim
m

en aus allen 

Parteien, X
X

X
. Jg., N

r.  1479, B
erlin: 5. Januar 1911, A

nti-M
odernisten-Eid, S. 51 f.

41　

  W
eekly 

は
現
在
の
と
こ
ろ
未
特
定
。

42　

  ﹃
太
陽
﹄
第
一
七
巻
第
一
号
（
明
治
四
四
年
一
月
一
日
発
行
）、﹃
新
人
﹄
第
一
二
巻
第
一
号
（
明
治
四
四
年
一
月
一
日
発
行
）、﹃
新
女
界
﹄
第
三
巻
第

一
号
（
明
治
四
四
年
一
月
一
日
発
行
）
か
。

43　

  

表
題
が
若
干
異
な
る
が
、以
下
の
文
献
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。Albert U

ffenheim
er, Soziale Säuglings- und Jugendfürsorge, Leipzig: Verl. v. 
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一

Q
uelle &

 M
eyer, 1910. 172 S. 

著
者
は
医
学
博
士
で
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
私
講
師
で
あ
る
。
最
初
の
六
章
で
乳
幼
児
の
問
題
が
扱
わ
れ
、
第
七
章
で

そ
れ
以
上
の
年
齢
の
青
少
年
、
第
八
章
で
身
体
・
精
神
障
礙
児
、
第
九
章
で
非
行
少
年
な
ど
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
乳
幼
児
・
青
少
年
対
策
が

主
題
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
や
エ
ス
テ
ル
ラ
イ
ヒ
な
ど
他
国
の
事
例
に
も
言
及
が
為
さ
れ
て
い
る
。

44　

  Politische Jahresübersicht

は
現
在
の
と
こ
ろ
未
特
定
。﹁G

. M
eyer

ノ
国
法
学
﹂
と
は
以
下
の
文
献
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。G

eorg M
eyer, 

Lehrbuch des deutschen Staatsrechts, 6. A
ufl., Leipzig: D

uncker &
 H

um
lot, 1905. 893 S. （

宗
教
団
体
の
記
述
はS. 844-870

）
上
杉
愼
吉
は
こ
の

著
作
を
、﹁
吾
々
が
獨
逸
國
法
の
敎
科
書
と
し
て
普
通
に
使
用
す
る
マ
イ
エ
ル
の
獨
逸
國
法
論
﹂
と
記
し
て
い
る
（﹁
國
家
學
史
上
に
於
け
る
ヘ
ー
ゲ
ル

の
地
位
﹂、﹃
法
學
協
會
雜
誌
﹄
第
二
二
巻
第
七
号
、
一
〇
〇
七
頁
。）。

45　

  

こ
れ
は
前
述
の
ゲ
オ
ル
ク
・
マ
イ
ヤ
ー
国
法
学
で
は
な
く
、
マ
イ
ヤ
ー
百
科
事
典
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。M

eyers K
onversations-

Lexikon. Ein N
achschlagew

erk des allgem
einen W

issens, 5., gänzlichneubearbeitete A
ufl., Leipzig/W

ien: B
ibliographisches Institut, 1894-

1901. 

46　

  R
ußland und C

hina, in: Frankfurter Zeitung und H
andelsblatt, N

r. 53, 22. Februar 1911, D
rittes M

orgenblatt, S. 1 usw.

47　

  ﹃
太
陽
﹄
は
第
一
七
巻
第
二
号
（
明
治
四
四
年
二
月
一
日
発
行
）
か
。

48　

  ﹃
新
人
﹄
第
一
二
巻
第
二
号
（
明
治
四
四
年
二
月
一
日
発
行
）、﹃
新
女
界
﹄
第
三
巻
第
二
号
（
明
治
四
四
年
二
月
一
日
発
行
）
か
。

49　

  R
eview

s

は
後
述
のA

m
erican R

eview
 of R

eview
s

か
。

50　

  ﹃
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
新
聞
﹄
に
は
該
当
箇
所
な
し
。

51　

  Franz W
edekind, Tod und Teufel (Totentanz). D

rei Szenen (1905), M
ünchen: G

eorg M
üller Verl., 1919. 37 S. 

こ
れ
は
人
道
主
義
団
体
﹁
国
際

女
児
売
買
打
倒
協
会
﹂
を
扱
っ
た
戯
曲
で
、
婦
人
運
動
へ
の
興
味
か
ら
接
近
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
今
回
の
調
査
で
は
一
九
一
九
年
版
し
か
閲
覧

で
き
な
か
っ
た
。

52　

  R
obert M

. B
erry, G

erm
any of the G

erm
ans, London: Sir Isaac Pitm

an &
 Sons, Ltd., 1910. 278 pages. 

こ
れ
は
ア
ン
グ
ロ=

サ
ク
ソ
ン
系
外
国

人
に
よ
る
英
語
の
ド
イ
ツ
紹
介
で
、
ド
イ
ツ
の
軍
国
主
義
、
愛
国
主
義
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
な
ど
政
治
的
事
項
か
ら
貧
者
、
失
業
者
、
婦
人
、
文
芸
、

芸
術
、
建
築
な
ど
、
ド
イ
ツ
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
が
驚
嘆
と
好
奇
の
眼
差
し
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
写
真
が
多
く
親
し
み
や
す
い
著
作
で
あ
る
。

53　

  K
arl Sell, K

atholizism
us und Protestantism

us in G
eschichte, R

eligion, Politik, K
ultur, Leipzig: Q

uelle &
 M

eyer, 1908. 327 S.

54　

  ﹃
太
陽
﹄
は
二
三
日
の
﹁
宮
島
博
士
﹂
と
い
う
記
述
よ
り
、
第
一
七
巻
第
四
号
（
明
治
四
四
年
三
月
一
日
発
行
）
と
特
定
で
き
る
。
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55　

  N
elson ’s encyclopaedia, 25 volum

es, London: T. N
elson 1911-1913. 

か
。

56　
  

こ
れ
も
マ
イ
ヤ
ー
百
科
事
典
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

57　
  

こ
れ
は
以
下
の
叢
書
の
一
冊
分
の
意
味
か
。G

lauben und W
issen. B

lätter zur Verteidigung und Vertiefung der christlichen W
eltanschauung, 

G
ütersloh: B

ertelsm
ann (anfangs Stuttgart: K

ielm
ann), 1903-1910.

58　

  

同
名
の
書
籍
は
多
数
存
在
す
る
の
で
特
定
が
難
し
い
が
、
そ
の
な
か
に
以
下
の
も
の
が
あ
る
。G

erhard R
auschen, Lehrbuch der katholischen 

Theologie für die oberen K
lassen höherer Le hranstalten. Erster Teil: K

irchengeschichte, 7. u. 8. A
ufl., B

onn: Verl. v. Peter H
anstein, 1913. 152 

S. 

吉
野
が
手
に
し
た
と
す
れ
ば
第
四
版
（
一
九
〇
九
年
）
の
可
能
性
が
高
い
が
、
今
回
の
調
査
で
は
第
七
・
八
版
し
か
入
手
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
書

籍
は
中
等
教
育
向
け
の
教
科
書
で
、
著
者
は
ボ
ン
大
学
員
外
教
授
、
神
学
・
哲
学
博
士
、
王
立
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
上
級
教
員
で
あ
る
。
副
題
か
ら
し
て
、

一
九
一
一
年
五
月
六
日
の
﹁K

irchengeschichte

﹂
と
同
一
書
籍
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
内
容
は
、原
始
キ
リ
ス
ト
教
会
の
設
立
か
ら
（
第
一
）
ヴ
ァ
テ
ィ

カ
ン
公
会
議
や
仏
反
教
権
主
義
な
ど
近
代
ま
で
の
史
的
概
観
で
あ
り
、
宗
教
改
革
や
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
記
述
も
あ
る
。

59　

  ﹃
太
陽
﹄
第
一
七
巻
第
五
号
（
明
治
四
四
年
四
月
一
日
発
行
）
か
。

60　

  

こ
れ
は
編
者
の
転
記
ミ
ス
で
あ
る
。
日
記
原
本
に
は
、﹁G

effcken - Staat u. K
irche B

erl. 1875. Pol. v 703

﹂
と
あ
る
。
こ
れ
は
以
下
の
文
献
を
指

す
も
の
と
思
わ
れ
る
。Friendrich H

einrich G
effcken, Staat und K

irch: in ihrem
 Verhältniß geschichtlich entw

ickelt, B
erlin: H

ertz/W
eim

ar: 

H
of-B

uchdruckerei 1875.

61　

  

前
述
のLehrbuch der katholischen R

eligion
の
こ
と
か
。

62　

  ﹃
新
人
﹄
第
一
二
巻
第
五
号
（
明
治
四
四
年
五
月
一
日
発
行
）、﹃
新
女
界
﹄
第
三
巻
第
五
号
（
明
治
四
四
年
五
月
一
日
発
行
）
か
。

63　

  A
rthur Schröter, D

er D
eutsche Staatsbürger, Leipzig: C

arl Ernst Poeschel 1911. 385 S. 

か
。

64　

  ﹃
太
陽
﹄
第
一
七
巻
第
六
号
（
明
治
四
四
年
五
月
一
日
発
行
）
か
。
内
容
確
認
で
き
ず
。

65　

  Josef U
lbrich, Ö

sterreichisches Staatsrecht, N
eubearbeitung auf der G

rundlage der 3. A
uflage (1904) im

 „H
andbuch des öffentlichen R

echts “, 

Tübingen: J. C
. B

. M
ohr (Paul Siebeck), 1909. 378 S. 

こ
れ
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
、
特
に
﹁
帝
国
議
会
に
代
表
さ
れ
た
諸
王
国
と
諸
領
邦
﹂
に

関
す
る
国
制
概
説
で
、
歴
史
か
ら
現
状
ま
で
一
冊
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
著
者
ウ
ル
ブ
リ
ヒ
は
ド
イ
ツ
系
プ
ラ
ハ
大
学
教
授
で
あ
る
。
ち
な
み

に
こ
の
書
籍
は
、D

as öffentliche R
echt der G

egenw
art. Im

 Verbindung m
it einer grossen A

nzahl hervorragender Schriftsteller des In- und 

A
uslandes 

と
い
う
叢
書
の
一
冊
で
、
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
、
ラ
ー
バ
ン
ト
、
ピ
ロ
テ
ィ
の
編
集
で
あ
る
。
上
杉
愼
吉
が
日
本
公
法
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
語
で
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三

紹
介
し
た
の
も
、
ま
さ
に
こ
の
系
列
の
雑
誌
で
あ
っ
た
。

66　
  ﹃

太
陽
﹄
第
一
七
巻
第
一
〇
号
（
明
治
四
四
年
七
月
一
日
発
行
）
か
。

67　

  ﹃
法
學
協
會
雜
誌
﹄
第
二
九
巻
第
七
号
（
明
治
四
四
年
七
月
発
行
？
）、﹃
國
家
學
會
雜
誌
﹄
第
二
五
巻
第
七
号
（
明
治
四
四
年
七
月
一
日
発
行
）
か
。

68　

  H
elene von R

acow
itza, M

eine B
eziehungen zu Ferdinand Lassalle, 5. A

ufl., B
reslau: S. Schottländer, 1879.

69　

  D
as Volk

と
はD

as Volk. W
ochenzeitung für Politik, C

hristentum
, Volkstum

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
吉
野
が
論
文
を
掲
載
し
た
年
代
の
も
の
は

現
在
ド
イ
ツ
で
保
存
さ
れ
て
い
な
い
模
様
で
、
目
下
の
と
こ
ろ
発
見
で
き
て
い
な
い
。

70　

  

以
下
の
記
事
な
ど
を
見
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。﹁
歌
舞
伎
座
買
収
さ
る
﹂、﹃
東
京
朝
日
新
聞
﹄
明
治
四
四
年
八
月
一
三
日
朝
刊
、
五
頁
。

71　

  

以
下
の
記
事
な
ど
を
見
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。﹁
歌
舞
伎
座
買
収
問
題
破
談
﹂、﹁
淺
間
山
の
噴
火
﹂、﹃
東
京
朝
日
新
聞
﹄
明
治
四
四
年
八
月
一
六
日

朝
刊
、
五
頁
。

72　

  

到
着
し
た
の
はH

andw
örterbuch der Staatsw

issenschaften, 3., gänzlich um
gearbeitete A

ufl., hrsg. v. Johannes C
onrad, Jena: G

ustav Fischer 

1909-1911. 

か
。

73　

  ﹃
新
人
﹄
第
一
二
巻
第
一
〇
号
（
明
治
四
四
年
一
〇
月
一
日
発
行
）
か
。

74　

  ﹃
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
新
聞
﹄
に
は
該
当
箇
所
な
し
。

75　

  ﹃
太
陽
﹄
第
一
七
巻
第
一
四
号
（
明
治
四
四
年
一
一
月
一
日
発
行
）
か
。

76　

  ﹃
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
新
聞
﹄
に
は
該
当
箇
所
な
し
。

77　

  ﹃
太
陽
﹄
第
一
七
巻
第
一
六
号
（
明
治
四
四
年
一
二
月
一
日
発
行
）
か
。

78　

  ﹃
太
陽
﹄
第
一
八
巻
第
一
号
（
明
治
四
五
年
一
月
一
日
発
行
）
か
。

79　

  K
arl W

ipperm
ann (H

rsg.), D
eutscher G

eschichtskalender, Leipzig: Friedrich W
ilhelm

 G
runow

 1885-1919. 

こ
れ
は
編
者
の
転
記
ミ
ス
で
、
日

記
原
本
に
も﹁G

edächtniskalender

﹂で
は
な
く﹁G

eschichtskalender
﹂と
あ
る
。
東
京
大
学
法
学
部
に
は
現
在
で
も
こ
の
年
鑑
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

80　

  Paul R
ohrbach, D

er deutsche G
edanke in der W

elt, K
önigstein im

 Taunus: K
.R

. Langew
iesche, 1912. 

81　

  ﹃
新
人
﹄
第
一
三
巻
第
五
号
（
明
治
四
五
年
五
月
一
日
発
行
）、﹃
新
女
界
﹄
第
四
巻
第
五
号
（
明
治
四
五
年
五
月
一
日
発
行
）
か
。

82　

  La vie politique dans les deux m
ondes, publiée sous la direction de A

chille Vaillate, avec une préface de A
natole Leroy-B

eaulieu, Paris: Félix 

A
lcan, 1908-. 

（230）



愛知県立大学大学院国際文化研究科論集第 13 号（2012）

二
四

83　

  A
lphonse D

audet, Lettres de m
on m

oulin, Ed. definitive, Paris: B
ibliothèque C

harpentier, 1906. 332 pages. 

か
。

84　
  ﹃

太
陽
﹄
第
一
八
巻
第
八
号
（
明
治
四
五
年
六
月
一
日
発
行
）。

85　
  

上
杉
愼
吉
﹁
國
體
に
關
す
る
異
說
﹂、﹃
太
陽
﹄
第
一
八
巻
第
八
号
（
明
治
四
五
年
六
月
一
日
発
行
）、
六
九
︱
八
〇
頁
。

86　

  
中
島
半
次
郎
﹁
日
獨
教
育
制
度
の
比
較
﹂、﹃
太
陽
﹄
第
一
八
巻
第
八
号
（
明
治
四
五
年
六
月
一
日
発
行
）、
一
三
四
︱
一
四
〇
頁
。

87　

  Petit Larousse illustré. N
ouveau dictionnaire encyclopédique, publié sous la direction de C

laude A
ugé, Paris : Larousse 1911. 1664 pages. 

か
。

日
記
原
本
で
も
確
認
し
た
が
、
吉
野
作
造
の
転
記
ミ
ス
と
思
わ
れ
る
。

88　

  G
ottlob Egelhaaf, G

eschichte der neuesten Zeit. Vom
 Frankfurter Frieden bis zur G

egenw
art, 5. A

ufl., Stuttgart: C
. K

rabbe, 1915. 

今
回
は
第

五
版
し
か
閲
覧
で
き
な
か
っ
た
が
、
一
九
〇
九
年
に
第
二
版
が
出
て
い
る
。
ビ
ス
マ
ル
ク
期
と
ビ
ス
マ
ル
ク
後
に
分
け
て
叙
述
さ
れ
た
ド
イ
ツ
帝
国
史

概
説
で
、
ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
描
か
れ
た
国
史
で
あ
る
。

89　

  

小
野
塚
喜
平
次
﹁
獨
逸
ニ
於
ケ
ル
最
近
ノ
立
憲
政
況
﹂、﹃
法
學
協
會
雜
誌
﹄
第
三
〇
巻
第
七
号
（
明
治
四
五
年
七
月
発
行
？
）、一
〇
五
七
︱
一
〇
九
七
頁
。

90　

  ﹃
新
人
﹄
第
一
三
巻
第
七
号
（
明
治
四
五
年
七
月
一
日
発
行
）。
一
〇
四
頁
に
内
个
崎
家
の
第
五
子
（
長
女
）
誕
生
へ
の
言
及
が
あ
る
。

91　

  ﹃
新
人
﹄
第
一
三
巻
第
八
号
（
大
正
元
年
八
月
一
日
発
行
）、﹃
新
女
界
﹄
第
四
巻
第
八
号
（
大
正
元
年
八
月
一
日
発
行
）
か
。﹃
新
人
﹄
第
一
三
巻
第

八
号
に
は
吉
野
作
造
の
旅
行
記
﹁
伯
林
よ
り
巴
里
へ
﹂
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
（
八
三
︱
八
七
頁
）。

92　

  Pierre C
lerget, La Suisse au X

X
e siècle. Étude économ

ique et sociale, Paris: A
rm

and C
olin, 1908. 268 pages. 

あ
る
い
は
同
書 1912. 310 

pages.　

国
民
性
、
人
口
、
政
治
組
織
、
金
融
、
農
工
業
、
労
働
、
通
信
、
商
業
、
国
際
関
係
（
中
立
政
策
）
な
ど
、
ス
イ
ス
を
様
々
な
観
点
か
ら
概

観
し
て
い
る
。

93　

  ﹁
新
聞
﹂
は
後
述
のJournal de G

enève

か
。

94　

  Tokutom
i K

enjirō, Plutôt la m
ort. R

om
an japonais, tr. par O

livier le Paladin, 4e éd., Paris: Plon-N
ourrit et C

ie., [n.d.]. 302 pages.

95　

  

目
下
の
と
こ
ろ
不
明
。

96　

  Pierre A
lbin, Les grands traités politiques. R

ecueil des principaux Textes diplom
atiques depuis 1815 jusqu ’à nos jours. A

vec des 

C
om

m
entaeires et des N

otes, Paris: Félix A
lcan, 1910. 570 S. 

こ
れ
は
近
代
の
主
要
な
条
約
を
集
成
し
た
も
の
で
、
文
面
は
ド
イ
ツ
関
係
の
も
の
も

全
て
フ
ラ
ン
ス
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

97　

  H
erm

ann Suderm
ann, Frau Sorge. R

om
an, Stuttgart/B

erlin: J. G
. C

otta 1911. 292 S. 
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98　
  Louis A

sseline, H
istoire de l ’A

utriche depuis la m
ort de M

arie-Thérèse jusqu ’a nos jours, 2e éd., Paris: F. A
lcan, 1884, 360 pages. 

か
。
日
記

原
本
に
は
﹁sans

﹂
で
は
な
く
﹁sons

﹂
と
あ
る
。

99　

  
目
下
の
と
こ
ろ
不
明
。

100　

  

海
老
名
彈
正
﹁
社
說
：
乃
木
大
將
の
死
を
論
ず
﹂、﹃
新
人
﹄
第
一
三
巻
第
一
〇
号
（
大
正
元
年
一
〇
月
一
日
発
行
）、
一
︱
六
頁
。

101　

  ﹃
太
陽
﹄
第
一
八
巻
第
一
四
号
（
大
正
元
年
一
〇
月
一
日
発
行
）
か
。
こ
の
号
は
﹁
御
大
葬
記
念
﹂
号
で
あ
る
。

102　

  M
. G

abriel H
anotaux, La Q

uestion d ’Extrêm
e-O

rient, Paris 1900. 274 pages. 

東
南
ア
ジ
ア
の
フ
ラ
ン
ス
領
を
概
観
し
た
文
献
で
あ
る
。
著
者
ア

ノ
ト
（
一
八
五
三
年
︱
一
九
四
四
年
）
は
フ
ラ
ン
ス
元
外
務
大
臣
、
元
殖
民
大
臣
で
あ
っ
た
。

103　

  A
ndré C

héradam
e, La question d ’O

rient : la M
acédoine : le chem

in de fer de B
agdad, Paris : Plon-N

ourrit, 1903. 397 pages. Louis C
azam

ian, 

l ’A
ngleterre m

oderne. Son Évolution, Paris 1911. 329 pages.

一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
発
展
を
思
想
と
法
制
度
か
ら
見
た
文
献
で
あ
る
。

104　

  

目
下
の
と
こ
ろ
不
明
。

105　

  A
lexandre D

um
as fils, La dam

e aux cam
elias ; D

iane de Lys ; Le bijou de la reine, Paris : C
alm

ann Lévy, [1890], 429 pages. 

か
。

106　

  B
ernardin de Saint-Pierre, Paul et V

irginie, Paris: Librairie H
achette 1900. 171 pages. 

か
。

107　

  ﹁
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
﹂
の
フ
ラ
ン
ス
語
台
本
に
関
し
て
は
目
下
特
定
で
き
ず
。
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
語
か
。

108　

  ﹁
フ
ァ
ウ
ス
ト
﹂
の
フ
ラ
ン
ス
語
台
本
に
関
し
て
は
目
下
特
定
で
き
ず
。
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
語
か
。

109　

  ﹁
ト
ス
カ
﹂
と
﹁
カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア
・
ル
ス
テ
ィ
カ
ー
ナ
﹂
の
フ
ラ
ン
ス
語
台
本
に
関
し
て
は
目
下
特
定
で
き
ず
。
あ
る
い
は
イ
タ
リ
ア
語
か
。

110　

  ﹁
リ
ゴ
レ
ッ
ト
﹂
の
フ
ラ
ン
ス
語
台
本
に
関
し
て
は
目
下
特
定
で
き
ず
。
あ
る
い
は
イ
タ
リ
ア
語
か
。

111　

  

目
下
特
定
で
き
ず
。
誤
記
か
。

112　

  

目
下
特
定
で
き
ず
。

113　

  Léon Tolstoï, La puissance des ténèbres (1886); Le prem
ier bouilleur (1886); Les fruits de l ’instruction (1889), Paris: P.-V. Stock 1913. 414 

pages. 

か
。

114　

  ﹁
ア
イ
ー
ダ
﹂
の
フ
ラ
ン
ス
語
台
本
に
関
し
て
は
目
下
特
定
で
き
ず
。
あ
る
い
は
イ
タ
リ
ア
語
か
。

115　

  ﹁
魔
笛｣

の
フ
ラ
ン
ス
語
台
本
に
関
し
て
は
目
下
特
定
で
き
ず
。
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
語
か
。

116　

  ﹁
サ
ロ
メ
﹂
の
フ
ラ
ン
ス
語
台
本
に
関
し
て
は
目
下
特
定
で
き
ず
。
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117　

  Léon Jacques, Les Partis politiques sous la troisièm
e R

épublique, Paris 1912. 541 pages. 

パ
リ
大
学
法
学
部
の
博
士
論
文
で
、
第
三
共
和
制
に
お

け
る
政
党
を
概
観
し
て
い
る
。

118　
  

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
大
公
国
の
﹁
官
版
年
鑑
﹂
に
関
し
て
は
目
下
特
定
で
き
ず
。

119　

  ﹁
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
﹂
の
ド
イ
ツ
語
台
本
に
関
し
て
は
目
下
特
定
で
き
ず
。

120　

  M
ignon: O

per in drei A
kten: M

it B
enutzung des G

oetheschen R
om

ans „W
ilhelm

 M
eisters Lehrjahre “, von M

ichel C
arré und Jules B

arbier; 

D
eutsch von Ferd. G

um
bert; M

usik von A
m

broise Thom
as, B

erlin: A
. Fürstner, 1868. 44 S. 

か
。

121　

  H
einrich H

erkner, D
ie A

rbeiterfrage. Eine Einführung, 5., erw
eiterte und um

gearbeitete A
ufl., B

erlin: J. G
uttentag Verlagsbuchhandlung 

1908. 761 S. 
こ
れ
は
何
度
も
改
訂
さ
れ
た
ヘ
ル
ク
ナ
ー
（
当
時
王
立
ベ
ル
リ
ン
工
科
大
学
教
授
）
の
重
要
著
作
で
、第
五
版
は
グ
ス
タ
フ
・
シ
ュ
モ
ラ
ー

古
稀
記
念
に
献
呈
さ
れ
て
い
る
。
労
働
政
策
の
概
要
か
ら
、
右
派
、
左
派
の
社
会
政
策
理
論
ま
で
、
包
括
的
に
整
理
し
た
大
著
と
な
っ
て
い
る
。

122　

  N
ew

 Japanese M
inistry. C

om
prom

ise w
ith the Seiyu-K

ai, in: Tim
es, Februar 20. 1913, p. 5.

123　

  Paul H
elbeck, W

ie das englische Volk sich selbst regiert. D
ie englische Staatsverfassung und Verw

altung, die politischen Parteien und ihre 

Führer, B
erlin: Fortschritt (Verl. der „H

ilfe “), 1912. 

こ
れ
は
左
派
自
由
主
義
陣
営
の
帝
国
議
会
議
員
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ナ
ウ
マ
ン
の
経
営
す
る
出
版

社
か
ら
出
た
イ
ギ
リ
ス
政
治
紹
介
で
、
ナ
ウ
マ
ン
の
序
文
が
付
さ
れ
て
お
り
、
著
者
ヘ
ル
ベ
ッ
ク
の
妻
エ
ミ
リ
ー
・
グ
リ
ー
ン
は
イ
ギ
リ
ス
人
と
推
測

さ
れ
る
。
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
人
物
紹
介
の
末
尾
に
九
頁
に
亙
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
（S. 68-76.

）。

124　

  Sir C
ourtenay Ilbert, Parliam

ent. Its H
istory, C

onstitution and Practice, new
 and revised edition, London: W

illiam
s &

 N
orgate, 1922. 256 

pages. 

こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
議
会
、
と
り
わ
け
庶
民
院
を
解
説
し
た
小
冊
子
で
、
議
会
の
歴
史
、
立
法
過
程
、
議
事
録
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
あ
と
、
最

後
に
貴
族
院
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
初
版
は
一
九
一
一
年
だ
が
、今
回
の
調
査
で
は
第
二
版
第
二
刷
（
一
九
二
二
年
）
し
か
閲
覧
で
き
な
か
っ

た
。

125　

  H
enri M

assis/A
lfred de Tarde, Les Jeunes G

ens d ’A
ujourd ’hui, présenté par Jean-Jacques B

ecker, Paris: Im
prim

erie nationale, 1995. 

今
回
は

復
刻
版
し
か
閲
覧
で
き
な
か
っ
た
。
著
者
は
共
に
右
派
知
識
人
で
あ
る
。

126　

  

イ
タ
リ
ア
語
辞
典
は
探
索
不
能
。Pietro O

rsi, L'Italia m
oderna. Storia degli ultim

i 150 anni fino alla assunzione al trono di V
ittorio Em

anuele 

III, M
ilano: U

lrico H
oepli, 1901. 421 pages. 

127　

  

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
行
の
月
刊
政
治
雑
誌
。

（227）



吉野作造のドイツ留学（三）

二
七

（226）

128　
  

日
記
原
本
に
は
﹁G

efährlich A
ltar

﹂
と
あ
る
が
、
目
下
の
と
こ
ろ
不
明
。

129　
  

千
葉
豐
治
編
﹃
排
日
問
題
梗
槪 

︱ 

加
州
外
國
人
土
地
所
有
權
禁
止
法
成
立
と
其
善
後
策
﹄（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
一
九
一
三
年
六
月
）。
こ
の
書
は
、

日
米
間
の
﹁
永
久
平
和
﹂
を
切
望
し
な
が
ら
も
、
ア
メ
リ
カ
人
の
﹁
一
部
﹂
に
よ
る
日
系
移
民
排
斥
運
動
を
非
難
す
る
論
調
で
書
か
れ
、
こ
の
問
題
を

﹁
日
本
民
族
﹂
の
海
外
発
展
能
力
を
測
る
試
金
石
と
看
做
し
て
い
る
。

＊ 

本
論
の
執
筆
に
際
し
て
は
、
吉
野
家
の
御
諒
解
を
得
て
、
刊
行
版
の
日
記
で
再
検
討
の
余
地
の
あ
る
箇
所
に
限
り
、
非
公
開
の
日
記
原
本
の
複
写
を
拝
見

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
御
協
力
頂
い
た
吉
野
雪
子
氏
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。




